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１　前年度指摘事項等に対する措置等

（１）指摘事項

（２）監査意見

（３）決算審査意見

２　前年度県議会決算審査特別委員会の指摘事項（口頭指摘を含む。）に対する処理状況

３　職員の定員、現員調べ

4.4.1 3.4.1 4.4.1 3.4.1 4.4.1 3.4.1 4.4.1 3.4.1
現　在 現　在 現　在 現　在 現　在 現　在 現　在 現　在

定　　員 11 10 0 0 0 0 11 10

（　） （　） （　） （　） （　） （　） （　） （　）

11 10 1 0 0 0 12 10

過 不 足
（△）

0 0 1 0 0 0 1 0

臨 時 的
任用職員

0 0 0 0 0 0 0 0

会計年度
任用職員

4 4 3 0 0 0 7 4

事務3名、母子父子
寡婦福祉資金償還
協力員1名、助産師
3名（新型コロナウ
イルス感染症入院
患者家族支援事
業）

４　役付職員の調べ
（令和４年７月１日現在）

年 月
0 3

0 3

1 3

0 3

指　　摘　　事　　項 処　　理　　状　　況　　等
　該当なし

　該当なし

指　　摘　　事　　項 処　　理　　状　　況　　等
　該当なし

指　　摘　　事　　項

　該当なし

処　　理　　状　　況　　等

指　　摘　　事　　項 処　　理　　状　　況　　等

通算期間　3年3月

家庭支援課課長補佐 田中　康子（兼）
ささえあい福祉局福祉監査
指導課　課長補佐

家庭支援課長 戸井　歩

　　〃　　課長補佐 森　直樹

参事 小倉　加恵子（兼）
福祉保健部　参事
鳥取療育園　医長
鳥取療育園外来担当　参事

現　　員
母子保健担当に定
数外の医師を１名
配置

在　職　期　間 備　　　　考

　　　 種
別
 区分

氏　　　　名職　　　　名

事務職員 技術職員 現業職員 合　計
備　　考
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５ 主な事業に関する調べ 

（単位：千円） 

事   業   名 決算額 
財  源  内  訳 

国庫支出金 起  債 そ の 他 一般財源 

児童相談所体制強化事業 18,952 9,209   9,743 

将来ビジョン ５ 支え合う お互いを認め、尊重して、支え合う 

（４）ＤＶ、性暴力や児童虐待などの被害者や、支援の必要な方が生活しやすい環

境が整備 

令和新時代創生戦略 Ⅱ 人々の絆が結ばれた鳥取のまちに住む（１）出会い・子育て ②地域で子育て
世代を支える 

政策項目 Ⅲ ひと新時代 

① 全国の一歩先行く子育て支援に乗り出し児童相談所強化など虐待防止も 

１ 事業の目的、概要 
施設内虐待の発生予防に関する研修の充実を図るとともに、一時保護所の第三者評価の受審に取り組

む。また、関係機関に対し、児童虐待に関するスキルアップ研修等を行う。併せて、広く県民への広報
啓発活動等を行い、児童虐待防止対策を推進する。 

 

２ 事業の内容、実施の状況 

項 目 事  業  内  容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施
設
内
虐
待 
の
再
発
防
止 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
施
設
内

一時保護所の 
第三者評価の 
受審 

一時保護児童の権利擁護と一時保護所の適正な運営と質の向上を図るため、すべ
ての児童相談所一時保護所において、第三者評価を受審した。 
【評価機関】特定非営利活動法人 あいおらいと（鳥取市） 
【評価項目】５部構成・64評価項目 

 内容 項目数 
第Ⅰ部 子ども本位の養育・支援 14 

第Ⅱ部 一時保護所の環境及び体制整備 15 

第Ⅲ部 一時保護所の運営 25 
第Ⅳ部 一時保護所における子どもへのケア・アセスメント ６ 

第Ⅴ部 一時保護の開始及び解除手続き ４ 

 合計 64 

【評価結果】 
児童相談所 中央 倉吉 米子 
評価ランク S A B C S A B C S A 

評価項目数 1 51 11 0 3 49 12 0 2 47 15

割合 2％ 81％ 17％ 0％ 5％ 76％ 19％ 0％ 3％ 74％ 23

  ※１項目評価未実施（評価対象事例なし）

［評価ランクについて］ 

S：優れた取組みが実施されている。他の一時保護所が参考にできる

ような取組みが行われている状態 

A：適切に実施されている。よりよい一時保護の水準・状態、質の向

上を目指す際に目安とする状態 

B：やや適切さに欠ける。「A」に向けた取組みの余地がある状態 

C：適切ではない、又は実施されていない。「B」以上の取組みとなる

ことを期待する状態 

【総評（のうち、「今後期待される点」）】 

相談所 評価内容（要点抜粋） 

中央 (1)様々な職員研修を行っているが、一時保護に「特化」し
た研修は未実施。会計年度任用職員を含めた一時保護所
全職員について、より実践的な研修体系を構築すること
が必要 

倉吉 (1)年度当初に、児童福祉法、一時保護ガイドライン、子ど
もの権利等について研修が行われているが、一時保護所
の会計年度職員についての計画的な研修がないため、研
修体系の構築や一時保護業務の役割等について研修が必
要 
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虐
待 
の
再
発
防
止 

(2)令和２年度の第三者評価を受けて各種マニュアルが充実
してきているが、不服申し立てのマニュアルが未完成で
あり、今後の整備に期待する 

米子 (1)子どもの一時保護所入所後、定期的に意見の聞き取りが
行われているが、子どもからの要望に対してタイムリー
に対応できていないことがあり、今後の取組が必要 

(2)夜間指導員への引継ぎにおいて、一時保護の目的や支援
内容の不明確なものがあったため、今後は一時保護の目
的や支援の内容を明確化することが必要 

 

夜間における
職員体制の強
化 

全ての児童相談所一時保護所の夜間体制を正職員と夜間指導員の２名体制とした
（R2.4～）。 

児童虐待防止
対策研修事業 

県内全ての児童相談所において、全職員を対象に施設内虐待防止に係る研修を実
施したほか、米子児童相談所主催で県内児童相談所の希望者を対象に、施設内虐
待の疑いが生じた場合の調査方法等に係る研修を実施した。 

 
 
人
員
体
制
強
化 
 

 

警察官の配置 新たに現職警察官を倉吉児童相談所に配置して警察との連携強化を図るととも
に、警察視点での見立てをケース支援に活かすことのできる体制を構築した（R3.4
～）。中央児童相談所には令和元年10月から、米子児童相談所には令和２年4月か
ら配置している。 

里親支援専門
児童福祉司の 
増員 

虐待対応件数の増加に対応するため、倉吉児童相談所に里親支援専門児童福祉司
を１名増員して体制の強化を図った（R3.4～）。 

弁護士の配置 弁護士が児童相談所に定期的に常駐（月４回、倉吉は月２回）し、ケース対応に
おいて法的観点から助言指導を行った。 

児童相談所サ
ポート体制強
化事業 

児童相談所が対応するケースのうち、問題が複雑で援助方針や自立支援計画を立
てるために専門的な判断が必要となるケースに対して、外部有識者から助言指導
を得た上でケース対応を行った。 
 助言者：鳥取大学大学院医学系研究科 教授 井上雅彦 

 
 
 
研
修
等 

新型コロナウ
イルス入院患
者家族支援事
業にかかる実
地指導 

「新型コロナウイルス入院患者家族支援事業」を実施する鳥取こども学園の地域
交流棟及び事業に従事する職員の感染防止対策について、専門家による実地指導
を実施した。 

開催日：令和３年６月２８日（月）  
場 所：社会福祉法人鳥取こども学園 地域交流棟 
参加者：鳥取こども学園及び県内児童相談所の職員 
講 師：鳥取看護大学 教授 荒川満枝 

児童虐待防止 
広報啓発強化 
事業 

児童虐待防止についてリーフレット・ポスター、テレビＣＭ、コンビニレジ公告
及びＷＥＢ公告等により、広く県民に周知した。 

 

３ 事業成果（改善状況）・課題等 

（１）令和３年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点 

令和元年の米子児童相談所一時保護所で発生した施設内虐待事案を踏まえ、令和２年に引き続きすべ
ての児童相談所一時保護所において第三者評価を受審して運営の適正化と質の向上を図るとともに、施
設内虐待防止に向けた研修を全ての児童相談所職員が受講して再発防止に努めた。 

また、警察官の配置については、中央児童相談所に令和元年度から、米子児童相談所に令和２年度か
ら配置しているところだが、令和３年度に倉吉児童相談所にも１名配置し、県内全ての児童相談所への
配置が完了した。さらに、倉吉児童相談所に新たに里親支援専門児童福祉司１名を配置し、児童相談所
の体制を強化した。 

加えて、「新型コロナウイルス入院患者家族支援事業」に従事する鳥取こども学園及び県内児童相談

所の職員を対象に専門家による実施指導を行い、感染対策の強化を図った。 
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（２）成果及び効果 

児童相談所の強化や関係機関との連携強化に繋がった。令和３年度における児童虐待の通告件数は

538件（速報値、前年度比15件増）となったが、従前どおり通告後24時間以内の安否確認や児童確保の

ための一時保護を行うなど、日頃の虐待対応について関係機関と情報共有を図りながら連携して対応す

ることができた。 

 

     【児童相談所における児童虐待対応状況について（令和４年度３月末）】 

 

（３） 課 題 

増大する児童虐待事案に対応するためには、児童相談所の体制強化のみならず、子どもに関わる関係

機関が互いの組織をよく理解して連携を図ることが必要であり、これまでの取組の着実な実行と必要な

連携強化を図りながら、児童虐待防止施策の強化に引き続き取り組む必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3
虐待件数 86 68 49 63 103 155 82 87 84 76 80 110 109 135
通告件数 162 220 202 267 323 423 334 465 316 381 422 610 523 538

全国 虐待件数 42,664 44,211 56,384 59,919 66,701 73,802 88,931 103,286 122,575 133,778 159,838 193,780 205,044

年度

県

※Ｈ22は東日本大震災の影響により福島県を除いた数値
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（単位：千円） 

事   業   名 決算(見込)額 
財  源  内  訳 

国庫支出金 起  債 そ の 他 一般財源 

ヤングケアラー支援事業 1,888    1,888 

将来ビジョン ５ 支え合う お互いを認め、尊重して、支え合う 

（４）ＤＶ、性暴力や児童虐待などの被害者や、支援の必要な方が生活しやすい環

境が整備 

令和新時代創生戦略 Ⅱ 人々の絆が結ばれた鳥取のまちに住む（１）出会い・子育て ②地域で子育て

世代を支える 

ＳＤＧｓゴール（03すべての人に健康と福祉を） 

政策項目 Ⅲ ひと新時代 

①全国の一歩先行く子育て支援に乗り出し児童相談所強化など虐待防止も 

１ 事業の目的、概要 

  社会的な認知が十分になされていないヤングケアラーに対する支援体制の強化や啓発を図る。 

 

２ 事業の内容、実施の状況 

（１）相談窓口の設置 

ヤングケアラー当事者や保護者の悩みに寄り添い、それらの方々を必要な支援に繋げることによ

り、ヤングケアラーの負担軽減とサポート体制の強化を図るため、令和３年４月１日に相談窓口を設

置した。令和３年度は１８件（うち、学校７件、家族３件、元ヤングケアラー・行政機関各２件、知

人・医療機関・本人・その他各１件）の相談に対応した。 

圏域 相談窓口 開所時間 

東部 福祉相談センター（鳥取市江津３１８－１） 午前８時３０分～午後５時 

（月～金、祝日を除く） 中部 倉吉児童相談所（倉吉市宮川町二丁目３６） 

西部 米子児童相談所（米子市博労町四丁目５０） 

（２）実態の調査 

   国において実態調査が行われ、本県でも令和３年７月に「令和３年度鳥取県青少年育成意識調査」

を活用（調査項目の追加）してヤングケアラー実態調査を実施した。その結果、幅広い年代でケアラー

がいることが判明した。 

   【参考】ヤングケアラーの実態調査結果（まとめ） 

 
区分 

ヤングケアラーに当てはまると回答した者 
国の調査 

（厚労省調査研究、R3.3、R4.3 公表） 
県の調査 

（青少年育成意識調査、R3.7 実施） 
小学５年 － １．８％（7 人/382 人） 

小学６年 ６．５％（約 634 人/9,759 人）(※) － 
中学２年 ５．７％（約 317 人/5,558 人） ２．０％（8 人/410 人） 
高校２年 ４．１％（約 304 人/7,407 人） ３．２％（13 人/409 人） 

大学３年 ６．２％（約 600 人/9,679 人） － 
青年（19
～29 歳） 

－ ５．１％（20 人/393 人） 

(※)過度な負担ではない「お手伝い」なども含まれているとみられ、実態より大きな数字が出ている可能

性があるとのこと（児童の混乱する可能性を考慮し、ヤングケアラーの具体的な事例を説明せずに調

査したため）。 

（３）ヤングケアラー対策会議の設置 

県のヤングケアラー対策を検討するための会議を設置し、学識経験者に意見を求めながら県のヤン

グケアラー対策を検討した。委員の意見に基づき、県立高校で悉皆調査を実施したり令和４年度事業

の予算化（例：ＬＩＮＥ相談窓口の設置、マンガリーフレット配布等）等を行った。 

委 員：学識経験者、介護支援専門員（鳥取県介護支援専門員連絡協議会）、地域包括支援センター、

障がい者相談支援事業所、学校（県高等学校長協会、県中学校長会、県小学校長会、都

市教育長会、公立鳥取環境大学）、スクールソーシャルワーカー、市町村、児童相談所 

開催日：令和３年７月２日（金）・１１月２６日（金）、令和４年３月２４日（木） 

（４）啓発の実施 
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リーフレットや学校・図書館など子どもの利用施設に掲示するポスター及びメディア等の広報媒体

により、子どもに対してヤングケアラーであることの気付きや相談を促した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）ヤングケアラーの実情と対策を学ぶ基調講演動画の配信 

対策会議の委員でもある島根大学法文学部宮本教授による講演動画を作成し、教育関係者、行政関

係者、子どもに関わる専門職等に配信することにより、支援者の理解促進と対応力向上を促進した。 

ア 演 題 ヤングケアラー問題を考える 

イ 講 師 島根大学法文学部 教授 宮本 恭子 氏 

ウ 内 容 Part1:支援の必要性と背景 

Part2:実状・支援の動き 

Part3:早期発見・支援の課題  （動画時間：１時間１４分） 

   エ 周知先 市町村、各医師会・薬剤師会（会員）、病院、社会福祉協議会（民生委員）、高専・大

学、県（いじめ・不登校総合対策センター、総合教育課、障がい福祉課、長寿社会課、

福祉保健課、児童相談所及びその所管施設） 

（６）公民連携推進事業補助金の活用によるヤングケアラー支援（県民参画協働課、家庭支援課） 

計画段階から実施まで民間事業者と県が連携・協働して地域の課題解決を目指す「公民連携推進事

業」で、「夜間休日のヤングケアラーＳＮＳ相談」を８月から９月にかけて試験的に実施した。当該

補助金審査・検証委員会で事業効果が高いことが認められ、令和４年２月まで継続実施した。 

ア 実施団体 Ｎ.Ｋ.Ｃナーシングコアコーポレーション合同会社 

イ 実施日時 第１期：令和３年８月１日（日）から９月３０日（木） 

第２期：令和３年１０月２５日（月）から令和４年２月２８日（月） 

平 日：午後６時～午後１１時まで 

土日祝：午前９時～午後１１時まで 

ウ 実  績 相談者人数：３７名、相談やりとり：１，５７０回、友だち登録：１１２名（登録

削除者を含む） 

 

３ 事業成果（改善状況）・課題等 

  ヤングケアラーに対する新たな支援体制の構築につながった。ヤングケアラーに対する「令和３年度

鳥取県青少年育成意識調査」の調査項目として、ヤングケアラー実態調査を実施した結果、調査対象（小

学５年、中学２年、高校２年、青年層（19～29歳））の全ての年代にヤングケアラーや若者ケアラーがい

ることが判明した。また、ヤングケアラーに該当するか分からないと回答した者の割合が、年代が下が

るほど高くなるとともに、希望するサポートとしては全年代において、見守ってくれる大人、相談でき

る場所、情報が得られることなど外部とのつながりを求めていることも判明した。 

このため、中高生だけでなく小学生に対しても教育委員会と連携して啓発するとともに、ヤングケア

ラーや若者ケアラーが、いつでも相談できる体制の構築と孤立防止に向けた対策強化に取り組む必要が

ある。 

 

 

 

媒体 内容 

リーフレット ○配布部数50,000枚（県内の全中高生等に配布） 

○配布先約213箇所（県内の全中学校・高等学校・特別支援学校・義務

教育学校、市町村、図書館、医療機関、民生委員協議会） 

ポスター ○配布枚数4,000枚 

○配布先約213箇所（リーフレットと同じ） 

メディア等の

広報媒体を用

いた情報発信 

○15秒テレビCM（11月5日～11月18日）：18本 

○YouTube広告配信（11月5日～11月18日）：表示回数1.55万回、視聴回

数：5,840回 

県政だより ○令和３年７月号にヤングケアラー相談窓口の紹介記事を掲載 

県政テレビ番

組「マルっと！

とっとり」 

○「知っていますか？ヤングケアラー」と題し、ヤングケアラーの概

念や対策、相談窓口等を紹介 

○令和３年６月１９日（土） 放送 
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（単位：千円） 

事   業   名 決算(見込)額 
財  源  内  訳 

国庫支出金 起  債 そ の 他 一般財源 

ひとり親家庭寄り添い支援事業 2,669 1,334   1,335 

将来ビジョン ６ 育む 次代に向けて、躍動する「ひと」を育む 

（１）地域や職場との連携などにより、安心して子育てできる環境が進展 

令和新時代創生戦略 Ⅱ 人々の絆が結ばれた鳥取のまちに住む（１）出会い・子育て ②地域で子育て

世代を支える 

ＳＤＧｓゴール（01貧困をなくそう） 

政策項目 Ⅲ ひと新時代 

①全国の一歩先行く子育て支援に乗り出し児童相談所強化など虐待防止も 

１ 事業の目的、概要 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により生活や子育てに課題を抱えるひとり親家庭が適切な支

援を受けられるよう、鳥取県母子父子寡婦福祉連合会と連携をし、ひとり親の悩みに寄り添いながら

必要な支援へと繋ぐ相談支援体制を構築する。 

 

２ 事業の内容、実施の状況 

 実施主体：県（一般社団法人鳥取県母子寡婦福祉連合会に委託） 

（１）相談窓口の設置 

   仕事で平日昼間に行政窓口へ相談できないひとり親や、相談先が分からない、支援を求めて良い

か迷うなどの理由で、ひとりで悩みを抱えているひとり親が土曜日や電話で気軽に相談ができる窓

口「ひとり親家庭相談支援センター」を令和３年６月に開設し、支援が必要なひとり親を市町村等

の支援機関へ繋いだ。 

   また、窓口への来所が困難な者等に対し、居住地近くの役場等に出向き、相談を行うとともに、

支援制度の利用申請手続きをひとりで行うことが困難なひとり親に対して、市町村等の窓口へ同行

し、申請手続き支援を行った。 

 

  【ひとり親家庭相談支援センター窓口・実績】 

圏域 場所 開所日・時間 窓口相談 出張相談 同行支援 

東部 県立鳥取ハローワーク内 第２・４土曜日 

 14:15～18:15 

７７人 ３人 ０人 

中部 県立倉吉ハローワーク内 ２０人 ２人 １８人 

西部 県立米子ハローワーク内 毎週水・土曜日 

 14:15～18:15 

１１３人 ４人 １２人 

合計 ２１０人 ９人 ３０人 
 
  

（２）ひとり親家庭福祉推進員の機能強化 

   ひとり親家庭同士の身近な相談先である「ひとり親家庭福祉推進員」の資質向上のための研修を

実施した。 

  ・経済困窮の相談者への家計管理アドバイスの仕方、貸付制度について（令和３年９月19日） 

  ・養育費について（令和３年11月３日） 

  ・年間振り返り、司法との連携について（令和４年３月13日） 
 
３ 事業成果（改善状況）・課題等 

窓口相談においては、相談内容に応じて、市町村や社会福祉協議会等に繋げたり、ひとりで手続き
を行うことが困難なひとり親に対しては、市町村窓口や裁判所へ同行支援を行うことで、必要な支援
に繋げることができた。 

しかしながら、相談内容が多岐に渡るため、相談員の知識の向上やスキルアップが必要であり、ま
た、東部地区については相談員の確保が難しく、相談需要に対する窓口開所日が少ないため、窓口開
所日を増やすための相談員の確保が必要となる。 

また、窓口への来所が困難なひとり親については、希望に応じて地域に出向いて出張相談を行うな
ど、寄り添った支援を実施することができたが、自ら相談をすることができないひとり親に寄り添っ
た相談を行うため、子ども食堂等のひとり親が集まる場所へ出向き、相談者の掘り起こしを行う必要
がある。 
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（単位：千円） 

事   業   名 決算(見込)額 
財  源  内  訳 

国庫支出金 起  債 そ の 他 一般財源 

願いに寄り添う妊娠・出産応援事業 256,184 1,040 - 129,580 130,620 

将来ビジョン ６ 育む 次代に向けて、躍動する「ひと」を育む 

（１）地域や職場との連携などにより、安心して子育てできる環境が進展 

令和新時代創生戦略 Ⅱ 人々の絆が結ばれた鳥取のまちに住む（１）出会い・子育て ①結婚・出産・

子育ての希望を叶える 

ＳＤＧｓゴール（03 すべての人に健康と福祉を） 

政策項目 Ⅲ ひと新時代 

 ①全国の一歩先行く子育て支援に乗り出し児童相談所強化など虐待防止も 

１ 事業の目的・概要 

 

不妊治療の早期開始への契機として、また不妊症に対する不安や、不妊検査に係る費用の経済的負

担の軽減のため、不妊症の診断に必要な検査を夫婦が共に受けた場合に、検査費用について単県で助

成を行う。 

  また、不妊、不育に悩む夫婦等への経済的負担の軽減及び精神的なサポートを行うため、不妊治療

（体外受精・顕微授精・男性不妊・人工授精）及び不育症検査等に対する助成を行う。体外受精・顕

微授精については、国の助成回数を超えた部分及び国の助成制度改定により助成対象外となる部分に

ついて、単県で助成を行う。 

 不妊症、不育症及び不妊治療に関する専門相談業務を担う不妊専門相談センターの運営を県内２箇

所の医療機関に委託し、専門家による相談・指導、知識の普及啓発等を実施する。 

 

２ 事業の内容、実施の状況 

                           ※助成実績には鳥取市保健所分も含む 

 １ 特定不妊治療（体外受精、顕微授精）助成状況（男性不妊治療を含む） 

  H20  

 

中 

略 

H28 H29 H30 R1 R2 R3 

助成件数 

(内単県） 

（件） 

514 
1,157 

（290） 

1,048 

（239） 

1,074 

（216） 

1,041 

（232） 

1,172

（181） 

1,456 

（218） 

助成額 

(内単県） 

（千円） 

66,264 
170,836 

(22,578) 

157,316 

(18,582) 

159,425 

(16,848) 

150,957 

(18,040) 

217,177 

(14,570) 

293,417 

(17,164) 

 

 ２ 人工授精助成状況（単県のみ） 

  H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 

助成件数（件） 205 243 227 256 270 257 339 390 

助成額（千円） 4,081 5,068 4,998 6,034 5,907 5,706 9,408 10,076 

 

 ３ 不妊検査費助成状況（単県のみ） 

  H28 H29 H30 R1 R2 R3 

助成件数（件） 65 98 83 109 200 228 

助成額（千円） 834 1,217 996 1,281 4,494 5,371 

 

 ４ 不妊専門相談センター相談対応件数 

  H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 

東部（件） 154 202 291 367 521 493 700 617 

西部（件） － 196 206  205 210 219 353 

 ※西部不妊専門相談センターは平成２８年度に設置 
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３ 事業成果（改善状況）・課題等 

 ・早期に不妊検査を促す県独自助成や、特定不妊治療への助成金額、回数の上乗せなどにより、より効

果的に不妊治療に取り組みやすい全国トップの助成制度の実施により、助成制度の利用者が大きく増

加しており、経済的負担等により不妊治療に取り組むことをあきらめていた方の支援につながった。 

 ・不妊治療への取組を支援し、また助成制度を周知するため、県内２カ所に不妊治療の相談窓口を設置

し、セミナーのオンライン開催や新たなパンフレットの作成などを実施。不妊治療というテーマから

参加が少数になりがちなセミナーをオンライン開催とすることで、例年より多くの方が受講となり、

効果的な周知となった。 

 ・令和４年度からの不妊治療の保険適用により、これまで助成の対象となっていた治療の一部が全額自

己負担とされたことで、経済的負担が急激に増加することのないよう新たな支援策を構築したところ

だが、引き続き、保険適用の影響を確認しながら支援が後退することのないよう医療機関、国、他都

道府県、市町村などの関係機関と連携し、保険適用の影響を精査し、必要に応じて対策を実施する必

要がある。 
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57
9
,6
0
0

3
9
,
00
8
,
8
2
0

2
9
,4
3
7
,5
6
4

9
,
5
71
,
2
56

0
1
0
,5
7
0
,7
8
0

婦
人

福
祉

費

3
6
5
,
3
9
5
,
0
0
0

4
0
,
15
8
,0
0
0

0
△

 
6,

4
98

,9
3
1
3
9
9
,
0
5
4
,
0
6
9
3
5
5
,
6
6
7
,
9
5
4
2
7
6
,
8
1
5
,
8
5
5

7
8
,8
5
2
,0
9
9

3
2
,
5
0
7
,
0
0
0

1
0
,8
7
9
,1
1
5

児
童

福
祉

総
務

費

3
9
,
58
5
,0
0
0

0
0

1
67
,
4
00

3
9
,
7
5
2
,4
0
0

3
6
,
22
2
,8
1
3

0
3
6
,2
2
2
,8
1
3

0
3
,
5
2
9
,
58
7

社
会

福
祉

総
務

費

1
,
97

3,
82

2
,0

00
4
5
,
94
1
,0
0
0

0
6
,
3
46
,
0
61

2
,0

26
,1

0
9,

06
1

2
,0

21
,2

52
,
67

0
2,

0
14

,4
55

,
28

8
6
,
7
9
7
,
3
8
2

0
4
,
8
56
,
3
9
1

児
童

措
置

費

1
1
4
,
9
5
6
,
0
0
0
△

 
6,

73
8
,0

0
0

0
1
52
,
8
70

1
0
8
,
3
7
0
,
8
7
0
1
0
1
,
3
3
4
,
5
5
2
1
0
0
,
4
5
8
,
5
5
2

8
7
6
,
00
0

0
7
,
0
36
,
3
1
8

母
子

福
祉

費

6
9
,
35
3
,0
0
0

△
 
1
5,

03
9,

00
0

0
0

5
4
,
31
4
,0
0
0

4
6
,
64
2
,
5
5
4

3
7,
2
3
0

4
6
,6
0
5
,3
2
4

0
7
,
6
7
1
,
44
6

児
童

福
祉

施
設

費

(0
)

(
0
)
(
1
,
1
2
5
,
0
0
0
)

2
7
4
,
5
8
8
,
0
0
0

3
9
,
76
6
,0
0
0

1,
1
25
,
0
00

5
0
,1
9
0
3
1
5
,
5
2
9
,
1
9
0
2
9
1
,
2
4
1
,
5
2
6
1
3
1
,
7
5
8
,
3
7
5
1
5
9
,
4
8
3
,
1
5
1

0
2
4
,2
8
7
,6
6
4

1,
1
25
,
0
00

1
4
,
4
3
9
,8
9
0

(0
)

(
0
)
(
1
,
1
2
5
,
0
0
0
)

(0
)
(
1
,
1
2
5
,
0
0
0
)

(
0
)

9
3
,9
2
6
,1
7
5

0
0

9
,
2
7
5
,
63
5

7
8
,4
5
6
,9
3
6

3
3
8
,
6
8
9
,
3
9
5

3
2
,5
0
7
,0
0
0

3
,1

10
,3

5
0,

89
0

2
,9

99
,3

86
,
95

4
2,

6
60

,6
97

,
55

9

(
0
)

(0
)

(
0
)
(
1
,
1
2
5
,
0
0
0
)

1
0
3
,
2
0
1
,
8
1
0

9
3
,
9
2
6
,1
7
5

難
病

対
策

費

母
子

衛
生

費

0
0

0
1
4
,
43
9
,8
9
0

1
4
,
4
3
9
,
8
9
0

1
4
,
08
9
,8
9
0

科
　

　
目

区 分

支
出

済
額

の
内

訳

歳 出

一
般

管
理

費

支
出

済
額

（
決

算
額

）
Ｂ

本
　

庁
出

納
機

関

翌
 
年

 
度

繰
 
越

 
額

Ｃ
当

初
予

算
額

補
正

予
算

額
継

続
費

及
び

繰
越

事
業

費
繰

　
越

　
額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

1
3
,8
0
8
,5
2
0

2
81
,
37
0

0

1
0
3
,
2
5
2
,
0
0
0

0
0

△
 
5
0
,
1
9
0

合
　

　
計

2
,
99

2,
56

4
,0

00
1
0
2
,
2
2
2
,
0
0
0

(0
)

(
0
)
(
1
,
1
2
5
,
0
0
0
)

(0
)
(
1
,
1
2
5
,
0
0
0
)

(
0
)

(0
)

備
 
考

予
　

　
　

　
算

　
　

　
　

現
　

　
　

　
額

差
引

残
額

（
不

用
額

）
Ａ

-
Ｂ

-
Ｃ

3
50
,
00
0
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母
子

父
子

寡
婦

福
祉

資
金

貸
付

事
業

特
別

会
計

（
歳

入
）

（
単

位
：

円
）

母
子

父
子

寡
婦

福
祉

資
金

貸
付

事
業

特
別

会
計

（
歳

出
）

（
単

位
：

円
）

歳 入

一
般
会
計
か
ら
繰
入

区 分
科

　
　

目

予
　

　
　

　
算

　
　

　
　

現
　

　
　

　
額

調
　

定
　

額

Ａ

県
預

金
利

子

雑
入

母
子

父
子

寡
婦

福
祉

資
金

貸
付

金
元

利
収

入

貸
付

金
の

貸
付

事
務

及
び

償
還

金
収

納
事

務
を

行
う

た
め

に
必

要
な

経
費

に
充

当
す

る
た

め

0
0

備
 
考

当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
越

財
源

充
当

額
計

2
,
5
14
,
00
0

0
0

2,
5
14
,
0
00

2
,
49
2
,
00
0

2
,4
9
2
,0
0
0

収
入

済
額

Ｂ

0
0

不
納

欠
損

額

Ｃ

収
入

未
済

額

Ａ
-
Ｂ

-
Ｃ

0

繰
越

金

一
般

会
計

か
ら

の
繰

入
れ

理
由

予
　

　
　

　
算

　
　

　
　

現
　

　
　

　
額

支
出

済
額

（
決

算
額

）
Ｂ

支
出

済
額

の
内

訳
翌

 
年

 
度

繰
 
越

 
額

Ｃ

差
引

残
額

（
不

用
額

）
Ａ

-
Ｂ

-
Ｃ

合
　

　
計

3
4
,1
8
4
,
0
0
0

0
0

3
4
,
1
8
4
,0
0
0

1
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,
6
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,
64
9

9
9,
8
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,
5
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3
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,
3
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1
8
,4
5
4
,7
3
2

0
0

0
0

5
4,
8
6
2,
8
4
0

5
4,
8
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,
8
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歳 出

母
子

父
子

寡
婦

福
祉

資
金

貸
付

事
業

費

備
 
考

当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ
本

　
庁

出
納

機
関

区 分
科

　
　

目

合
　

　
計

3
4
,
18
4
,0
0
0

8
,
9
16
,
2
4
6

0
0

3
4
,
1
8
4
,0
0
0

2
5
,
26
7
,7
5
4

7
,
4
22
,
7
54

1
7
,8
4
4
,4
0
0

0

8
,
9
16
,
24
6

3
4
,
1
8
4
,0
0
0

0
0

0
3
4
,
18
4
,0
0
0

2
5
,
2
6
7
,7
5
4

7
,
4
2
2
,
7
5
4

1
7
,
8
4
4
,
4
0
0

0

3
8
,
0
00

0
0

3
8,
0
0
0

1
,
00
9
,
32
2

5
5
,
2
7
0

2
7
,1
0
0

9
26
,
9
5
2

3
1
,6
2
9
,
0
0
0

0
0

3
1
,
6
2
9
,0
0
0

6
0
,3
1
8
,
4
8
7

4
2,
4
89
,
4
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3
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,
2
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1
7
,5
2
7
,7
8
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3
,0
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0

0
0

3
,
0
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７
　

事
業

別
実

施
状

況
調

べ
（

一
般

会
計

）
（

１
）

一
般

管
理

費
（

単
位

：
円

、
％

）

当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

（
１

）
－

１
0

0
0

6
3
9
,
8
9
0

6
3
9
,
8
9
0

6
3
9
,
8
9
0

0
0

1
0
0
.
0

（
１

）
－

２
0

0
0

1
3
,
8
0
0
,
0
0
0

1
3
,
8
0
0
,
0
0
0

1
3
,
4
5
0
,
0
0
0

0
3
5
0
,
0
0
0
9
7
.
5

0
0

0
1
4
,
4
3
9
,
8
9
0

1
4
,
4
3
9
,
8
9
0

1
4
,
0
8
9
,
8
9
0

0
3
5
0
,
0
0
0
9
7
.
6

（
２

）
社

会
福

祉
総

務
費

（
単

位
：

円
、

％
）

当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

（
２

）
－

１
1
0
,
5
2
0
,
0
0
0

0
0

1
6
7
,
4
0
0

1
0
,
6
8
7
,
4
0
0

1
0
,
4
0
5
,
8
1
3

0
2
8
1
,
5
8
7
9
7
.
4

（
２

）
－

１
2
9
,
0
6
5
,
0
0
0

0
0

0
2
9
,
0
6
5
,
0
0
0

2
5
,
8
1
7
,
0
0
0

0
3
,
2
4
8
,
0
0
0
8
8
.
8

3
9
,
5
8
5
,
0
0
0

0
0

1
6
7
,
4
0
0

3
9
,
7
5
2
,
4
0
0

3
6
,
2
2
2
,
8
1
3

0
3
,
5
2
9
,
5
8
7
9
1
.
1

【
所

管
替

配
当

分
】

低
所

得
の

子
育

て
世

帯
に

対
す

る
子

育
て

世
帯

生
活

支
援

特
別

給
付

金
（

ひ
と

り
親

世
帯

分
）

事
業

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
家

計
が

悪
化

し
て

い
る

低
所

得
の

ひ
と

り
親

に
対

し
、

児
童

１
人

あ
た

り
５

万
円

の
給

付
金

を
支

給
し

た
。

（
県

は
、

福
祉

事
務

所
未

設
置

町
（

三
朝

町
、

大
山

町
）

の
低

所
得

の
ひ

と
り

親
に

対
し

て
支

給
）

支
給

世
帯

（
児

童
）

数
：

１
７

４
世

帯
（

２
６

９
人

）

目
　

計

事
 
業

 
名

予
　

　
算

　
　

現
　

　
額

支
出

済
額

（
決

算
額

）
Ｂ

翌
年

度
繰

越
額

Ｃ

差
引

残
額

（
不

用
額

）
Ａ

-
Ｂ

-
Ｃ

執
行

率 B
/
A

事
業

計
画

と
実

績
・

成
果

、
不

用
額

の
理

由
等

【
所

管
替

配
当

分
】

赴
任

旅
費

人
事

異
動

に
伴

う
異

動
者

の
赴

任
に

係
る

経
費

と
し

て
執

行
し

た
（

財
政

課
よ

り
所

管
替

配
当

）
。

執
行

率 B
/
A

事
業

計
画

と
実

績
・

成
果

、
不

用
額

の
理

由
等

予
　

　
算

　
　

現
　

　
額

事
 
業

 
名

支
出

済
額

（
決

算
額

）
Ｂ

翌
年

度
繰

越
額

Ｃ

差
引

残
額

（
不

用
額

）
Ａ

-
Ｂ

-
Ｃ

福
祉

相
談

セ
ン

タ
ー

非
常

用
発

電
装

置
更

新
工

事
県

有
施

設
中

期
保

全
計

画
に

基
づ

き
、

耐
用

年
数

が
経

過
し

た
非

常
用

発
電

装
置

の
更

新
を

行
っ

た
。

目
　

計

福
祉

相
談

セ
ン

タ
ー

管
理

運
営

費
※

1
6
7
,
4
0
0
の

う
ち

、
9
1
,
0
0
0
円

は
（

３
）

－
１

Ｄ
Ｖ

被
害

者
等

総
合

支
援

事
業

、
7
2
,
1
0
0
円

は
（

３
）

－
３

婦
人

相
談

所
一

時
保

護
所

費
、

4
,
3
0
0
円

は
（

３
）

－
４

鳥
取

県
Ｄ

Ｖ
予

防
啓

発
支

援
員

活
動

事
業

よ
り

流
用

。

福
祉

相
談

セ
ン

タ
ー

の
施

設
維

持
管

理
及

び
運

営
に

要
す

る
経

費
と

し
て

執
行

し
た

。



（
３

）
婦

人
福

祉
費 当

初
予

算
額

補
正

予
算

額
継

続
費

及
び

繰
越

事
業

費
繰

　
越

　
額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

（
３

）
－

１
3
3
,
9
9
3
,
0
0
0

△
 
1
,
8
6
6
,
0
0
0

0
△

 
9
1
,
0
0
0

3
2
,
0
3
6
,
0
0
0

2
9
,
6
1
8
,
5
7
5

0
2
,
4
1
7
,
4
2
5

9
2
.
5

（
３

）
－

２
2
,
8
3
4
,
0
0
0

0
0

0
2
,
8
3
4
,
0
0
0

1
,
3
8
2
,
3
4
4

0
1
,
4
5
1
,
6
5
6

4
8
.
8

（
３

）
－

３
1
2
,
7
8
1
,
0
0
0

0
0

△
 
7
2
,
1
0
0

1
2
,
7
0
8
,
9
0
0

6
,
5
8
6
,
4
4
3

0
6
,
1
2
2
,
4
5
7

5
1
.
8

（
３

）
－

４
2
,
0
0
5
,
0
0
0

0
0

△
 
4
,
3
0
0

2
,
0
0
0
,
7
0
0

1
,
4
2
1
,
4
5
8

0
5
7
9
,
2
4
2

7
1
.
0

5
1
,
6
1
3
,
0
0
0

△
 
1
,
8
6
6
,
0
0
0

0
△

 
1
6
7
,
4
0
0

4
9
,
5
7
9
,
6
0
0

3
9
,
0
0
8
,
8
2
0

0
1
0
,
5
7
0
,
7
8
0

7
8
.
7

予
　

　
算

　
　

現
　

　
額

支
出

済
額

（
決

算
額

）
Ｂ

翌
年

度
繰

越
額

Ｃ

差
引

残
額

（
不

用
額

）
Ａ

-
Ｂ

-
Ｃ

執
行

率 B
/
A

事
 
業

 
名

事
業

計
画

と
実

績
・

成
果

、
不

用
額

の
理

由
等

婦
人

相
談

所
一

時
保

護
所

費
※

△
7
2
,
1
0
0
円

は
（

２
）

－
１

福
祉

相
談

セ
ン

タ
ー

管
理

運
営

費
へ

流
用

。

配
偶

者
等

か
ら

の
暴

力
被

害
者

及
び

売
春

を
行

う
お

そ
れ

の
あ

る
女

子
等

を
、

そ
の

措
置

が
決

定
す

る
ま

で
一

時
保

護
を

行
い

、
指

導
援

助
を

行
っ

た
。

（
一

時
保

護
し

た
実

人
数

：
 
2
1
人

）
不

用
額

が
生

じ
た

理
由

：
一

時
保

護
委

託
料

の
実

績
額

及
び

一
時

保
護

所
入

所
者

に
係

る
扶

助
費

の
実

績
額

が
見

込
み

額
を

下
回

っ
た

た
め

。

鳥
取

県
Ｄ

Ｖ
予

防
啓

発
支

援
員

活
動

事
業

※
△

4
,
3
0
0
円

は
（

２
）

－
１

福
祉

相
談

セ
ン

タ
ー

管
理

運
営

費
へ

流
用

。

地
域

や
学

校
等

に
お

い
て

Ｄ
Ｖ

予
防

啓
発

を
行

う
Ｄ

Ｖ
予

防
啓

発
支

援
員

を
登

録
し

、
高

等
学

校
等

で
実

施
し

て
い

る
デ

ー
ト

Ｄ
Ｖ

研
修

等
に

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
派

遣
し

た
。

ま
た

、
Ｄ

Ｖ
予

防
啓

発
支

援
員

の
技

術
向

上
の

た
め

の
フ

ォ
ロ

ー
研

修
を

実
施

し
た

。

不
用

額
が

生
じ

た
理

由
：

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
中

止
と

な
っ

た
研

修
が

あ
っ

た
た

め
。

Ｄ
Ｖ

被
害

者
等

総
合

支
援

事
業

※
△

9
1
,
0
0
0
円

は
（

２
）

－
１

福
祉

相
談

セ
ン

タ
ー

管
理

運
営

費
へ

流
用

。

県
か

ら
の

委
託

に
よ

り
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
支

援
を

行
う

民
間

支
援

団
体

等
に

対
し

、
一

時
保

護
体

制
の

整
備

、
支

援
体

制
の

強
化

、
自

立
に

向
け

た
支

援
活

動
等

に
要

す
る

経
費

を
補

助
す

る
こ

と
に

よ
り

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
Ｄ

Ｖ
被

害
か

ら
の

脱
却

及
び

自
立

の
促

進
を

図
っ

た
。

Ｄ
Ｖ

法
等

に
よ

る
一

時
保

護
後

、
完

全
に

一
人

立
ち

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
ま

で
の

期
間

、
住

居
を

提
供

す
る

と
と

も
に

心
理

的
ケ

ア
を

行
い

、
精

神
的

被
害

の
回

復
と

生
活

再
建

を
図

っ
た

。

婦
人

相
談

所
費

配
偶

者
か

ら
の

暴
力

被
害

者
の

保
護

及
び

売
春

を
行

う
お

そ
れ

の
あ

る
女

子
等

を
保

護
す

る
た

め
、

そ
れ

ぞ
れ

所
要

の
措

置
を

行
っ

た
。

（
令

和
３

年
度

相
談

対
応

件
数

：
1
,
8
4
4
件

）
不

用
額

が
生

じ
た

理
由

：
法

律
相

談
事

業
に

係
る

費
用

の
実

績
額

及
び

広
域

入
所

措
置

費
負

担
金

の
実

績
額

が
見

込
額

を
下

回
っ

た
た

め
。

小
　

計



（
４

）
児

童
福

祉
総

務
費

当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

（
４

）
－

１

1
3
,
5
5
7
,
0
0
0

0
0

0
1
3
,
5
5
7
,
0
0
0

1
2
,
8
8
2
,
3
2
1

0
6
7
4
,
6
7
9

9
5
.
0

（
４

）
－

２
4
,
2
1
4
,
0
0
0

2
,
0
1
1
,
0
0
0

0
△

 
1
,
6
8
7
,
0
0
0

4
,
5
3
8
,
0
0
0

4
,
2
1
2
,
1
9
0

0
3
2
5
,
8
1
0

9
2
.
8

（
４

）
－

３
4
5
,
5
6
9
,
0
0
0

△
 
5
,
0
4
3
,
0
0
0

0
△

 
3
,
1
6
9
,
0
6
1

3
7
,
3
5
6
,
9
3
9

3
6
,
6
4
8
,
4
0
0

0
7
0
8
,
5
3
9

9
8
.
1

（
４

）
－

４
5
,
0
6
3
,
0
0
0

0
0

△
 
2
,
6
0
9
,
8
5
2

2
,
4
5
3
,
1
4
8

2
,
4
4
6
,
0
0
0

0
7
,
1
4
8

9
9
.
7

事
 
業

 
名

予
　

　
算

　
　

現
　

　
額

支
出

済
額

（
決

算
額

）
Ｂ

翌
年

度
繰

越
額

Ｃ

差
引

残
額

（
不

用
額

）
Ａ

-
Ｂ

-
Ｃ

執
行

率 B
/
A

事
業

計
画

と
実

績
・

成
果

、
不

用
額

の
理

由
等

里
親

養
育

包
括

支
援

事
業

以
下

の
事

業
を

実
施

し
た

。
・

里
親

養
育

包
括

支
援

事
業

　
専

門
的

か
つ

効
率

的
に

事
業

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
民

間
団

体
（

鳥
取

こ
ど

も
学

園
）

に
事

業
を

委
託

し
、

里
親

制
度

の
普

及
、

里
親

委
託

の
推

進
及

び
里

親
支

援
を

図
っ

た
。

・
家

庭
生

活
体

験
事

業
の

実
施

　
里

親
家

庭
に

、
施

設
入

所
中

児
童

を
週

末
等

に
委

託
し

、
家

庭
生

活
を

体
験

で
き

る
機

会
を

設
け

た
。

・
里

子
の

養
育

環
境

の
充

実
事

業
　

里
子

の
養

育
内

容
を

充
実

で
き

る
よ

う
、

国
の

措
置

費
対

象
外

経
費

で
あ

る
里

子
の

塾
経

費
、

高
校

受
験

料
等

を
単

県
費

に
よ

り
支

援
し

た
。

社
会

的
養

護
自

立
支

援
事

業
※

Δ
1
,
6
8
7
,
0
0
0
円

は
、

（
５

）
－

１
児

童
措

置
費

へ
流

用
。

大
学

等
に

就
学

す
る

者
や

措
置

解
除

さ
れ

た
者

に
対

し
て

居
住

費
や

生
活

費
、

就
職

・
就

学
に

係
る

経
費

の
支

給
を

行
う

な
ど

、
個

々
の

状
況

に
応

じ
て

引
き

続
き

必
要

な
支

援
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

将
来

の
自

立
に

結
び

付
け

た
。

児
童

養
護

施
設

等
体

制
強

化
補

助
事

業
※

△
3
,
1
6
9
,
0
6
1
円

の
う

ち
、

△
1
6
0
,
0
0
0
円

は
（

４
）

－
４

児
童

養
護

施
設

等
入

所
者

支
援

事
業

へ
、

△
2
,
0
0
0
,
0
0
0
円

は
（

４
）

－
８

児
童

相
談

所
体

制
強

化
事

業
へ

、
△

1
,
0
0
9
,
0
6
1
円

は
（

５
）

－
１

児
童

措
置

費
へ

流
用

。

児
童

養
護

施
設

等
に

お
け

る
体

制
強

化
を

図
る

た
め

、
国

の
配

置
基

準
を

超
え

て
職

員
を

配
置

す
る

際
の

人
件

費
や

研
修

及
び

実
習

に
係

る
経

費
を

助
成

し
た

。

児
童

養
護

施
設

等
入

所
者

支
援

事
業

※
Δ

2
,
6
0
9
,
8
5
2
円

の
う

ち
、

1
6
0
,
0
0
0
円

は
（

４
）

－
３

児
童

養
護

施
設

等
体

制
強

化
事

業
よ

り
、

1
8
0
,
0
0
0
円

は
（

４
）

－
６

施
設

入
所

児
童

交
流

事
業

よ
り

、
Δ

8
0
0
,
0
0
0
円

は
（

４
）

－
８

児
童

相
談

所
体

制
強

化
事

業
へ

、
Δ

1
4
9
,
8
5
2
は

（
４

）
－

1
3
家

庭
支

援
課

管
理

運
営

費
へ

、
Δ

2
,
0
0
0
,
0
0
0
円

は
（

５
）

－
１

児
童

措
置

費
へ

流
用

。

児
童

養
護

施
設

等
に

入
所

し
て

い
る

児
童

等
の

自
立

を
支

援
す

る
た

め
、

自
動

車
運

転
免

許
の

取
得

に
必

要
な

経
費

の
助

成
を

行
い

、
就

職
す

る
際

の
選

択
肢

の
拡

大
に

つ
な

げ
た

。
（

計
７

名
の

児
童

等
が

利
用

。
）



当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

（
４

）
－

５
1
5
,
0
8
6
,
0
0
0

0
0

0
1
5
,
0
8
6
,
0
0
0

1
3
,
9
8
1
,
4
3
1

0
1
,
1
0
4
,
5
6
9

9
2
.
7

（
４

）
－

６
8
4
5
,
0
0
0

0
0

△
 
1
8
0
,
0
0
0

6
6
5
,
0
0
0

3
,
4
0
2

0
6
6
1
,
5
9
8

0
.
5

（
４

）
－

７
8
,
0
3
1
,
0
0
0

0
0

0
8
,
0
3
1
,
0
0
0

7
,
9
6
8
,
0
1
1

0
6
2
,
9
8
9

9
9
.
2

（
４

）
－

８
1
9
,
5
7
9
,
0
0
0

0
0

1
,
9
4
2
,
2
9
9

2
1
,
5
2
1
,
2
9
9

1
8
,
9
5
2
,
0
7
7

0
2
,
5
6
9
,
2
2
2

8
8
.
1

（
４

）
－

９
6
3
,
4
5
5
,
0
0
0

△
 
7
,
4
1
5
,
0
0
0

0
0

5
6
,
0
4
0
,
0
0
0

5
6
,
0
4
0
,
0
0
0

0
0

1
0
0
.
0

（
４

）
－

１
０

2
0
,
5
2
3
,
0
0
0

7
7
0
,
0
0
0

0
△

 
1
2
9
,
6
7
7

2
1
,
1
6
3
,
3
2
3

1
9
,
0
3
4
,
0
6
2

2
,
1
2
9
,
2
6
1

8
9
.
9

（
４

）
－

１
１

1
7
,
4
3
6
,
0
0
0

1
6
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0

3
3
,
4
3
6
,
0
0
0

2
5
,
3
8
5
,
0
0
0

8
,
0
0
0
,
0
0
0

5
1
,
0
0
0

7
5
.
9

退
所

児
童

等
ア

フ
タ

ー
ケ

ア
事

業
児

童
養

護
施

設
等

を
退

所
し

た
者

に
対

し
て

、
就

労
や

人
間

関
係

等
の

相
談

に
応

じ
、

必
要

な
支

援
を

行
っ

た
。

（
一

般
社

団
法

人
ひ

だ
ま

り
に

委
託

）
保

証
人

支
援

事
業

に
つ

い
て

は
、

今
年

度
は

案
件

が
無

か
っ

た
た

め
実

績
な

し
。

施
設

入
所

児
童

交
流

事
業

※
Δ

1
8
0
,
0
0
0
は

（
４

）
－

４
児

童
養

護
施

設
等

入
所

者
支

援
事

業
へ

流
用

。

県
内

の
児

童
養

護
施

設
に

入
所

し
て

い
る

児
童

の
健

全
な

心
身

の
発

達
と

主
体

性
・

協
調

性
確

立
の

た
め

に
実

施
す

る
交

流
事

業
（

キ
ャ

ン
プ

）
に

要
す

る
経

費
の

助
成

や
、

県
内

の
入

所
児

童
の

作
品

を
展

示
す

る
「

児
童

福
祉

展
」

へ
の

助
成

を
目

的
と

し
た

事
業

だ
が

、
今

年
度

は
い

ず
れ

も
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
の

影
響

で
中

止
と

な
っ

た
。

児
童

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

運
営

事
業

児
童

、
地

域
住

民
か

ら
の

相
談

を
受

け
、

必
要

な
支

援
を

行
う

児
童

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

の
運

営
費

を
補

助
し

た
。

児
童

相
談

所
費

※
　

△
1
2
9
,
6
7
7
の

う
ち

、
△

9
9
,
7
0
0
円

は
（

４
）

－
１

２
一

時
保

護
所

費
へ

、
△

2
9
,
9
7
7
円

は
（

６
）

－
２

ひ
と

り
親

家
庭

自
立

支
援

事
業

へ
流

用
。

児
童

に
関

す
る

諸
般

の
問

題
に

つ
き

、
家

庭
そ

の
他

か
ら

の
相

談
に

応
じ

、
必

要
な

調
査

及
び

医
学

的
、

心
理

学
的

、
社

会
学

的
並

び
に

精
神

衛
生

上
の

判
定

を
行

い
、

関
係

機
関

と
連

携
し

、
児

童
や

保
護

者
に

必
要

な
指

導
・

措
置

を
実

施
し

た
。

主
任

児
童

委
員

費
主

任
児

童
委

員
の

活
動

経
費

の
支

給
の

ほ
か

、
主

任
児

童
委

員
の

資
質

向
上

を
図

る
た

め
の

研
修

を
県

民
生

委
員

協
議

会
に

委
託

し
、

活
動

の
支

援
を

行
っ

た
。

(
主

)
児

童
相

談
所

体
制

強
化

事
業

※
1
,
9
4
2
,
2
9
9
円

の
う

ち
、

2
,
0
0
0
,
0
0
0
円

は
（

４
）

－
３

児
童

養
護

施
設

等
体

制
強

化
補

助
事

業
よ

り
、

8
0
0
,
0
0
0
円

は
（

４
）

－
４

児
童

養
護

施
設

等
入

所
者

支
援

事
業

よ
り

、
△

7
5
0
,
0
0
0
円

は
（

５
）

－
１

児
童

措
置

費
へ

、
△

1
0
7
,
7
0
1
円

は
（

６
）

－
２

ひ
と

り
親

家
庭

自
立

支
援

事
業

へ
流

用
。

主
な

事
業

に
関

す
る

調
べ

の
と

お
り

。

事
 
業

 
名

予
　

　
算

　
　

現
　

　
額

支
出

済
額

（
決

算
額

）
Ｂ

翌
年

度
繰

越
額

Ｃ

差
引

残
額

（
不

用
額

）
Ａ

-
Ｂ

-
Ｃ

執
行

率 B
/
A

事
業

計
画

と
実

績
・

成
果

、
不

用
額

の
理

由
等

児
童

養
護

施
設

等
の

環
境

改
善

事
業

児
童

の
安

全
確

保
の

た
め

に
必

要
な

備
品

整
備

等
事

業
の

助
成

を
行

い
、

児
童

の
生

活
向

上
を

図
っ

た
。

（
施

設
３

か
所

、
里

親
３

名
が

利
用

。
）



当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

（
４

）
－

１
２

5
1
,
4
5
5
,
0
0
0

0
0

-
8
0
0
,
3
0
0

5
0
,
6
5
4
,
7
0
0

4
9
,
5
6
0
,
8
1
8

0
1
,
0
9
3
,
8
8
2

9
7
.
8

（
４

）
－

１
３

1
,
3
8
7
,
0
0
0

0
0

1
3
4
,
6
6
0

1
,
5
2
1
,
6
6
0

9
9
3
,
5
0
2

0
5
2
8
,
1
5
8

6
5
.
3

（
４

）
－

１
４

9
6
,
1
6
7
,
0
0
0

1
,
7
2
3
,
0
0
0

0
0

9
7
,
8
9
0
,
0
0
0

9
7
,
8
9
0
,
0
0
0

0
0

1
0
0
.
0

（
４

）
－

１
５

7
2
8
,
0
0
0

0
0

0
7
2
8
,
0
0
0

3
0
9
,
6
2
5

0
4
1
8
,
3
7
5

4
2
.
5

（
４

）
－

１
６

2
,
3
0
0
,
0
0
0

0
0

0
2
,
3
0
0
,
0
0
0

1
,
8
8
7
,
1
1
5

0
4
1
2
,
8
8
5

8
2
.
0

（
４

）
－

１
７

0
3
2
,
1
1
2
,
0
0
0

3
2
,
1
1
2
,
0
0
0

7
,
4
7
4
,
0
0
0

2
4
,
5
0
7
,
0
0
0

1
3
1
,
0
0
0

2
3
.
3

3
6
5
,
3
9
5
,
0
0
0

4
0
,
1
5
8
,
0
0
0

0
△

 
6
,
4
9
8
,
9
3
1
3
9
9
,
0
5
4
,
0
6
9
3
5
5
,
6
6
7
,
9
5
4

3
2
,
5
0
7
,
0
0
0

1
0
,
8
7
9
,
1
1
5

8
9
.
1

（
主

）
ヤ

ン
グ

ケ
ア

ラ
ー

支
援

事
業

事
業

の
実

施
状

況
は

、
「

主
な

事
業

に
関

す
る

調
べ

」
の

と
お

り
。

家
庭

支
援

課
管

理
運

営
費

※
1
4
9
,
8
5
2
は

（
４

）
－

４
児

童
養

護
施

設
等

入
所

者
支

援
事

業
よ

り
、

△
1
5
,
1
9
2
円

は
（

６
）

－
２

ひ
と

り
親

家
庭

自
立

支
援

事
業

へ
流

用
。

家
庭

支
援

課
の

管
理

運
営

に
要

す
る

経
費

と
し

て
執

行
し

た
。

不
用

額
が

生
じ

た
理

由
：

災
害

遺
児

手
当

助
成

事
業

に
お

い
て

、
実

績
報

告
に

伴
う

減
額

等
が

あ
っ

た
た

め
。

一
時

保
護

所
費

※
△

8
0
0
,
3
0
0
円

の
う

ち
、

△
9
0
0
,
0
0
0
円

は
（

５
）

－
１

児
童

措
置

費
へ

、
9
9
,
7
0
0
円

は
（

４
）

－
１

０
児

童
相

談
所

費
よ

り
流

用
。

　
緊

急
保

護
、

行
動

観
察

、
短

期
の

治
療

指
導

を
目

的
と

し
て

、
一

時
保

護
を

実
施

し
た

。
【

実
児

童
数

】
所

内
：

3
0
6
人

　
　

委
託

：
3
6
4
人

　
　

計
：

6
7
0
人

【
延

児
童

数
】

所
内

：
2
,
1
7
5
人

　
委

託
：

3
,
5
8
3
人

　
計

：
5
,
7
5
8
人

事
 
業

 
名

予
　

　
算

　
　

現
　

　
額

支
出

済
額

（
決

算
額

）
Ｂ

翌
年

度
繰

越
額

Ｃ

差
引

残
額

（
不

用
額

）
Ａ

-
Ｂ

-
Ｃ

執
行

率 B
/
A

事
業

計
画

と
実

績
・

成
果

、
不

用
額

の
理

由
等

社
会

的
養

護
従

事
者

処
遇

改
善

交
付

金
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
へ

の
対

応
と

少
子

高
齢

化
へ

の
対

応
が

重
な

る
社

会
的

養
護

の
現

場
の

最
前

線
に

お
い

て
働

く
職

員
の

収
入

の
引

き
上

げ
を

図
っ

た
。

不
用

額
が

生
じ

た
理

由
：

社
会

的
養

護
従

事
者

処
遇

改
善

事
業

補
助

金
の

実
績

額
が

見
込

額
を

下
回

っ
た

た
め

。

合
　

計

児
童

養
護

施
設

等
整

備
補

助
事

業
児

童
養

護
施

設
米

子
聖

園
天

使
園

及
び

青
谷

こ
ど

も
学

園
の

老
朽

化
に

伴
う

改
築

工
事

に
要

す
る

経
費

を
補

助
し

た
。

鳥
取

県
社

会
的

養
育

推
進

計
画

推
進

事
業

県
版

ア
ド

ボ
カ

シ
ー

や
里

親
委

託
率

の
向

上
及

び
代

替
養

育
終

了
後

の
支

援
に

つ
い

て
、

県
や

関
係

機
関

が
取

り
組

む
べ

き
方

向
性

を
検

討
す

る
会

議
を

開
催

し
た

。
児

童
養

護
施

設
等

で
生

活
す

る
子

ど
も

が
、

自
分

達
の

意
見

や
考

え
を

自
ら

発
す

る
こ

と
の

重
要

性
や

そ
の

手
法

を
学

ぶ
た

め
に

、
自

ら
企

画
し

て
実

施
す

る
勉

強
会

等
の

活
動

に
要

す
る

経
費

を
補

助
し

た
。

不
用

額
が

生
じ

た
理

由
：

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
会

議
を

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
に

変
更

し
た

た
め

。



（
５

）
児

童
措

置
費 当

初
予

算
額

補
正

予
算

額
継

続
費

及
び

繰
越

事
業

費
繰

　
越

　
額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

（
５

）
－

１
1
,
9
7
2
,
9
7
3
,
0
0
0

4
6
,
5
9
0
,
0
0
0

6
,
3
4
6
,
0
6
1

2
,
0
2
5
,
9
0
9
,
0
6
1

2
,
0
2
1
,
0
5
2
,
6
7
0

0
4
,
8
5
6
,
3
9
1

9
9
.
8

（
５

）
－

２
8
4
9
,
0
0
0

△
 
6
4
9
,
0
0
0

2
0
0
,
0
0
0

2
0
0
,
0
0
0

0
0

1
0
0
.
0

1
,
9
7
3
,
8
2
2
,
0
0
0

4
5
,
9
4
1
,
0
0
0

0
6
,
3
4
6
,
0
6
1

2
,
0
2
6
,
1
0
9
,
0
6
1

2
,
0
2
1
,
2
5
2
,
6
7
0

0
4
,
8
5
6
,
3
9
1

9
9
.
8

（
６

）
母

子
福

祉
費 当

初
予

算
額

補
正

予
算

額
継

続
費

及
び

繰
越

事
業

費
繰

　
越

　
額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

（
６

）
－

１
1
6
,
6
2
9
,
0
0
0

△
 
5
,
3
6
3
,
0
0
0

0
0

1
1
,
2
6
6
,
0
0
0

9
,
6
2
4
,
7
3
7

0
1
,
6
4
1
,
2
6
3

8
5
.
4

入
所

児
童

へ
の

入
院

支
援

事
業

入
所

児
童

の
入

院
に

係
る

付
添

人
と

し
て

雇
用

し
た

際
に

要
す

る
経

費
に

対
し

て
補

助
制

度
を

制
定

す
る

こ
と

で
、

施
設

の
負

担
軽

減
を

図
っ

た
。

合
　

計

執
行

率 B
/
A

事
業

計
画

と
実

績
・

成
果

、
不

用
額

の
理

由
等

児
童

措
置

費

※
6
,
3
4
6
,
0
6
1
円

の
う

ち
、

1
,
6
8
7
,
0
0
0
円

は
（

４
）

－
２

社
会

的
養

護
自

立
支

援
事

業
、

1
,
0
0
9
,
0
6
1
円

は
（

４
）

－
３

児
童

養
護

施
設

等
体

制
強

化
補

助
事

業
、

2
,
0
0
0
,
0
0
0
円

は
（

４
）

－
４

児
童

養
護

施
設

等
入

所
支

援
事

業
、

7
5
0
,
0
0
0
円

は
（

４
）

－
８

児
童

相
談

所
体

制
強

化
事

業
、

9
0
0
,
0
0
0
円

は
（

４
）

－
1
2
一

時
保

護
所

費
よ

り
流

用
。

児
童

福
祉

法
に

基
づ

き
、

児
童

養
護

施
設

等
に

入
所

措
置

を
行

っ
た

場
合

に
要

す
る

費
用

並
び

に
市

町
村

が
入

所
措

置
を

行
っ

た
場

合
に

要
す

る
費

用
を

負
担

し
た

。

事
 
業

 
名

予
　

　
算

　
　

現
　

　
額

支
出

済
額

（
決

算
額

）
Ｂ

翌
年

度
繰

越
額

Ｃ

差
引

残
額

（
不

用
額

）
Ａ

-
Ｂ

-
Ｃ

執
行

率 B
/
A

事
業

計
画

と
実

績
･
成

果
､

不
用

額
の

理
由

等

ひ
と

り
親

家
庭

生
活

支
援

事
業

　
ア

　
ひ

と
り

親
家

庭
学

習
支

援
事

業
　

　
・

ひ
と

り
親

家
庭

を
対

象
と

し
た

学
習

支
援

事
業

を
実

施
す

る
市

町
村

に
対

す
る

補
助

事
業

を
行

っ
た

。

　
イ

　
ひ

と
り

親
家

庭
生

活
向

上
事

業
　

　
（

ア
）

ひ
と

り
親

家
庭

等
日

常
生

活
支

援
事

業
　

　
　

　
ひ

と
り

親
の

疾
病

等
の

場
合

に
日

常
生

活
支

援
員

を
派

遣
。

（
令

和
３

年
度

：
２

件
）

　
　

（
イ

）
ひ

と
り

親
家

庭
等

情
報

提
供

事
業

　
　

　
　

ひ
と

り
親

家
庭

等
へ

の
情

報
提

供
の

た
め

、
「

鳥
取

県
ひ

と
り

親
支

援
サ

イ
ト

」
の

運
営

及
び

メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン
の

配
信

を
行

っ
た

。
　

　
（

ウ
）

ひ
と

り
親

家
庭

等
交

流
支

援
事

業
　

　
　

　
ひ

と
り

親
同

士
が

交
流

を
深

め
る

た
め

の
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

や
身

近
な

相
談

員
で

あ
る

「
ひ

と
り

親
家

庭
福

祉
推

進
員

」
の

配
置

等
を

行
っ

た
。

事
 
業

 
名

予
　

　
算

　
　

現
　

　
額

支
出

済
額

（
決

算
額

）
Ｂ

翌
年

度
繰

越
額

Ｃ

差
引

残
額

（
不

用
額

）
Ａ

-
Ｂ

-
Ｃ



当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

（
６

）
－

２
8
,
3
2
8
,
0
0
0

0
0

1
5
2
,
8
7
0

8
,
4
8
0
,
8
7
0

4
,
8
8
6
,
4
5
0

0
3
,
5
9
4
,
4
2
0

5
7
.
6

ひ
と

り
親

家
庭

自
立

支
援

事
業

※
1
5
2
,
8
7
0
円

の
う

ち
、

1
0
7
,
7
0
1
円

は
（

４
）

－
８

児
童

相
談

所
体

制
強

化
事

業
よ

り
、

2
9
,
9
7
7
円

は
（

４
）

－
１

０
児

童
相

談
所

費
よ

り
、

1
5
,
1
9
2
円

は
（

４
）

－
１

２
家

庭
支

援
課

管
理

運
営

費
よ

り
流

用
。

　 以
下

の
事

業
を

実
施

し
た

。
　

ア
　

ひ
と

り
親

家
庭

就
業

支
援

事
業

　
　

・
就

業
支

援
事

業
…

ひ
と

り
親

家
庭

の
親

か
ら

の
就

業
等

に
関

す
る

相
談

に
対

し
、

関
係

機
関

と
連

携
し

支
援

制
度

の
紹

介
な

ど
の

相
談

対
応

を
実

施
し

た
。

　
　

・
母

子
・

父
子

自
立

支
援

員
等

研
修

事
業

…
母

子
・

父
子

自
立

支
援

員
の

資
質

向
上

の
た

め
の

研
修

会
を

実
施

し
た

。
　

　
・

就
業

支
援

講
習

会
…

パ
ソ

コ
ン

講
座

（
県

内
３

地
区

で
そ

れ
ぞ

れ
初

級
、

中
級

講
座

）
を

開
催

し
た

。
（

（
一

社
）

鳥
取

県
母

子
寡

婦
福

祉
連

合
会

へ
委

託
）

　
イ

　
母

子
父

子
自

立
支

援
員

設
置

費
　

　
　

母
子

及
び

父
子

並
び

に
寡

婦
福

祉
法

に
基

づ
き

、
県

の
福

祉
事

務
所

に
母

子
・

父
子

自
立

支
援

員
２

名
を

配
置

し
、

ひ
と

り
親

家
庭

等
の

相
談

に
応

じ
、

自
立

　
　

に
必

要
な

支
援

を
行

っ
た

。
　

ウ
　

ひ
と

り
親

家
庭

自
立

支
援

給
付

金
事

業
　

　
・

母
子

家
庭

の
母

及
び

父
子

家
庭

の
父

の
就

業
を

促
進

す
る

た
め

、
養

成
機

関
等

に
お

い
て

修
業

す
る

際
、

修
業

期
間

中
の

生
活

費
の

負
担

軽
減

の
た

め
の

給
付

　
　

　
金

を
支

給
し

た
。

　
　

【
本

年
度

支
給

実
績

】
高

等
職

業
訓

練
促

進
給

付
金

：
１

名
　

　
・

制
度

の
利

用
啓

発
、

自
立

支
援

員
の

指
導

の
た

め
の

研
修

を
行

っ
た

。
　

　
　

対
象

者
：

福
祉

事
務

所
未

設
置

町
村

在
住

者
（

市
及

び
福

祉
事

務
所

設
置

町
村

在
住

者
は

、
各

市
町

村
が

事
業

実
施

）
　

エ
　

高
等

職
業

訓
練

促
進

資
金

貸
付

事
業

　
　

　
「

高
等

職
業

訓
練

促
進

給
付

金
」

を
受

給
す

る
母

子
家

庭
の

母
及

び
父

子
家

庭
の

父
に

対
し

、
入

学
準

備
金

及
び

就
職

準
備

金
を

貸
付

け
る

事
業

を
実

施
す

る
　

　
鳥

取
県

社
会

福
祉

協
議

会
へ

事
業

費
等

の
補

助
を

行
っ

た
。

　
　

【
貸

付
概

要
】

入
学

準
備

金
：

上
限

5
0
万

円
、

就
職

準
備

金
：

上
限

2
0
万

円
　

　
　

※
貸

付
を

受
け

た
者

が
、

養
成

機
関

修
了

後
１

年
以

内
に

資
格

を
活

か
し

て
就

職
し

、
そ

の
後

５
年

間
継

続
し

て
就

業
し

た
場

合
は

、
貸

付
金

の
返

還
債

務
が

　
　

　
　

免
除

さ
れ

る
。

　
　

【
本

年
度

貸
付

実
績

】
貸

付
人

数
：

３
人

、
貸

付
額

：
8
8
6
,
7
9
9
円

　
不

用
額

が
生

じ
た

理
由

：
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
に

よ
り

、
交

流
会

等
が

縮
小

・
中

止
さ

れ
た

た
め

。
ま

た
、

貸
付

事
業

及
び

給
付

金
事

業
に

お
い

て
、

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
当

初
の

見
込

み
よ

り
実

績
が

少
な

か
っ

た
た

め
。

事
 
業

 
名

予
　

　
算

　
　

現
　

　
額

支
出

済
額

（
決

算
額

）
Ｂ

翌
年

度
繰

越
額

Ｃ

差
引

残
額

（
不

用
額

）
Ａ

-
Ｂ

-
Ｃ

執
行

率 B
/
A

事
業

計
画

と
実

績
･
成

果
､

不
用

額
の

理
由

等



当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

（
６

）
－

３
8
2
,
7
2
5
,
0
0
0

△
 
8
8
5
,
0
0
0

0
0

8
1
,
8
4
0
,
0
0
0

8
1
,
3
5
8
,
3
1
0

0
4
8
1
,
6
9
0

9
9
.
4

（
６

）
－

４
2
,
5
1
4
,
0
0
0

0
0

0
2
,
5
1
4
,
0
0
0

2
,
4
9
2
,
0
0
0

0
2
2
,
0
0
0

9
9
.
1

（
６

）
－

５
1
,
2
5
2
,
0
0
0

△
 
4
9
0
,
0
0
0

0
0

7
6
2
,
0
0
0

2
7
7
,
9
2
5

0
4
8
4
,
0
7
5

3
6
.
5

（
６

）
－

６
3
0
8
,
0
0
0

0
0

0
3
0
8
,
0
0
0

2
6
,
8
6
0

0
2
8
1
,
1
4
0

8
.
7

（
６

）
－

７
3
,
2
0
0
,
0
0
0

0
0

0
3
,
2
0
0
,
0
0
0

2
,
6
6
8
,
2
7
0

0
5
3
1
,
7
3
0

8
3
.
4

1
1
4
,
9
5
6
,
0
0
0

△
 
6
,
7
3
8
,
0
0
0

0
1
5
2
,
8
7
0

1
0
8
,
3
7
0
,
8
7
0
1
0
1
,
3
3
4
,
5
5
2

0
7
,
0
3
6
,
3
1
8

9
3
.
5

児
童

扶
養

手
当

支
給

事
業

父
母

の
離

婚
等

に
よ

り
父

親
又

は
母

親
と

生
計

を
同

じ
く

し
て

い
な

い
児

童
が

育
成

さ
れ

る
家

庭
（

ひ
と

り
親

家
庭

等
）

に
対

し
手

当
を

支
給

す
る

こ
と

に
よ

り
、

生
活

の
安

定
と

児
童

の
福

祉
の

増
進

を
図

っ
た

。
　

・
年

度
末

受
給

者
数

：
　

3
,
2
7
0
人

（
鳥

取
県

全
体

（
鳥

取
市

を
除

く
）

）
　

・
令

和
３

年
度

手
当

支
払

総
額

県
支

給
分

7
7
,
1
2
8
,
6
6
0
円

国
庫

（
１

／
３

）
　

　
2
5
,
7
0
9
,
5
5
3
円

県
費

（
２

／
３

）
　

　
5
1
,
4
1
9
,
1
0
7
円

国
か

ら
の

委
託

業
務

量
の

減
全

国
ひ

と
り

親
世

帯
等

調
査

実
施

事
業

国
か

ら
の

委
託

に
よ

り
、

ひ
と

り
親

世
帯

等
調

査
を

実
施

。
不

用
額

が
生

じ
た

理
由

：
国

か
ら

の
委

託
業

務
の

量
が

当
初

の
予

定
よ

り
減

少
し

た
た

め
。

（
主

）
ひ

と
り

親
家

庭
寄

り
添

い
支

援
事

業
事

業
の

実
施

状
況

は
、

「
主

な
事

業
に

関
す

る
調

べ
」

の
と

お
り

。

母
子

父
子

寡
婦

福
祉

資
金

貸
付

事
業

特
別

会
計

繰
出

金
　

母
子

及
び

父
子

並
び

に
寡

婦
福

祉
法

に
基

づ
き

、
母

子
・

父
子

・
寡

婦
に

資
金

の
貸

付
・

償
還

を
行

う
た

め
の

事
務

費
を

、
特

別
会

計
に

繰
出

し
た

。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
る

講
習

会
の

減
ひ

と
り

親
家

庭
子

ど
も

養
育

支
援

事
業

養
育

費
等

の
弁

護
士

電
話

相
談

（
養

育
費

1
1
0
番

）
、

ひ
と

り
親

家
庭

等
に

対
す

る
家

計
管

理
等

に
対

す
る

講
習

会
及

び
相

談
会

を
実

施
し

た
。

　
・

電
話

相
談

件
数

：
1
3
件

　
・

講
習

会
：

東
部

…
令

和
３

年
４

月
2
5
日

（
日

）
ほ

か
、

中
部

…
令

和
３

年
４

月
1
1
日

（
日

）
ほ

か
、

西
部

…
令

和
３

年
４

月
2
4
日

（
土

）
ほ

か
不

用
額

が
生

じ
た

理
由

：
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
講

習
会

の
開

催
回

数
を

減
ら

し
た

た
め

。

小
　

計

事
 
業

 
名

予
　

　
算

　
　

現
　

　
額

支
出

済
額

（
決

算
額

）
Ｂ

翌
年

度
繰

越
額

Ｃ

差
引

残
額

（
不

用
額

）
Ａ

-
Ｂ

-
Ｃ

執
行

率 B
/
A

事
業

計
画

と
実

績
･
成

果
､

不
用

額
の

理
由

等



（
７

）
児

童
福

祉
施

設
費

当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

（
７

）
－

１
3
5
,
0
8
9
,
0
0
0

△
 
4
,
2
0
0
,
0
0
0

0
0

3
0
,
8
8
9
,
0
0
0

2
8
,
4
6
6
,
1
5
4

0
2
,
4
2
2
,
8
4
6

9
2
.
2

（
７

）
－

２
3
4
,
2
6
4
,
0
0
0

△
 
1
0
,
8
3
9
,
0
0
0

0
0

2
3
,
4
2
5
,
0
0
0

1
8
,
1
7
6
,
4
0
0

0
5
,
2
4
8
,
6
0
0

7
7
.
6

6
9
,
3
5
3
,
0
0
0

△
 
1
5
,
0
3
9
,
0
0
0

0
0

5
4
,
3
1
4
,
0
0
0

4
6
,
6
4
2
,
5
5
4

0
7
,
6
7
1
,
4
4
6

8
5
.
9

（
８

）
母

子
衛

生
費 当

初
予

算
額

補
正

予
算

額
継

続
費

及
び

繰
越

事
業

費
繰

　
越

　
額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

（
８

）
－

１
2
3
4
,
8
4
4
,
0
0
0

3
6
,
4
1
6
,
0
0
0

0
△

 
3
3
,
7
5
0
2
7
1
,
2
2
6
,
2
5
0
2
5
6
,
1
8
4
,
3
3
9

0
1
5
,
0
4
1
,
9
1
1
9
4
.
5

（
８

）
－

２
1
0
,
5
1
6
,
0
0
0

0
0

2
8
1
,
0
0
2

1
0
,
7
9
7
,
0
0
2

9
,
8
2
5
,
1
2
1

0
9
7
1
,
8
8
1

9
1
.
0

喜
多

原
学

園
管

理
運

営
費

喜
多

原
学

園
の

施
設

維
持

管
理

及
び

運
営

に
要

す
る

経
費

と
し

て
執

行
し

た
。

喜
多

原
学

園
照

明
Ｌ

Ｅ
Ｄ

改
修

工
事

体
育

館
、

寮
等

の
照

明
を

Ｌ
Ｅ

Ｄ
照

明
へ

改
修

し
た

。

事
 
業

 
名

予
　

　
算

　
　

現
　

　
額

支
出

済
額

（
決

算
額

）
Ｂ

翌
年

度
繰

越
額

Ｃ

差
引

残
額

（
不

用
額

）
Ａ

-
Ｂ

-
Ｃ

執
行

率 B
/
A

事
業

計
画

と
実

績
･
成

果
､

不
用

額
の

理
由

等

健
や

か
な

妊
娠

・
出

産
の

た
め

の
応

援
事

業
※

2
8
1
,
0
0
2
円

の
う

ち
、

3
3
,
7
5
0
円

は
（

８
）

－
１

願
い

に
寄

り
添

う
妊

娠
・

出
産

応
援

事
業

、
1
9
7
,
0
6
2
円

は
（

８
）

－
３

母
子

保
健

指
導

振
興

費
、

5
0
,
1
9
0
円

は
（

９
）

－
１

小
児

慢
性

特
定

疾
病

対
策

事
業

よ
り

流
用

。

〇
啓

発
事

業
の

実
施

　
思

春
期

ピ
ア

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

の
養

成
研

修
及

び
思

春
期

ピ
ア

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
・

ピ
ア

エ
デ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
活

動
に

つ
い

て
の

支
援

を
行

っ
た

。
　

妊
娠

、
出

産
に

関
す

る
正

し
い

知
識

を
学

び
、

自
分

自
身

の
ラ

イ
フ

プ
ラ

ン
を

考
え

る
機

会
を

持
つ

こ
と

で
、

将
来

の
結

婚
、

出
産

、
子

育
て

に
希

望
を

持
つ

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
ま

た
積

極
的

な
健

康
づ

く
り

に
取

組
め

る
よ

う
な

出
前

教
室

を
行

っ
た

。
（

描
こ

う
！

ラ
イ

フ
プ

ラ
ン

出
前

講
座

事
業

）
 
・

未
来

の
パ

パ
マ

マ
育

み
出

前
教

室
：

中
・

高
校

対
象

　
 
実

施
講

座
数

7
6
講

座
（

参
加

人
数

 
4
4
6
9
名

）
 
・

今
か

ら
始

め
る

！
い

つ
か

は
パ

パ
マ

マ
出

前
教

室
：

妊
娠

、
出

産
を

控
え

た
若

い
世

代
を

対
象

　
実

施
講

座
数

1
5
講

座
（

参
加

人
数

 
5
4
0
名

）
〇

相
談

事
業

の
実

施
　

妊
娠

期
か

ら
の

悩
み

や
不

安
を

抱
え

る
母

親
や

思
春

期
の

若
者

が
抱

え
る

心
身

の
悩

み
に

対
す

る
相

談
窓

口
を

鳥
取

県
助

産
師

会
に

委
託

し
相

談
に

対
応

し
た

。
ま

た
、

予
期

し
な

い
妊

娠
に

対
す

る
相

談
窓

口
を

民
間

事
業

者
に

委
託

し
、

相
談

に
対

応
し

た
。

小
　

計

事
 
業

 
名

予
　

　
算

　
　

現
　

　
額

支
出

済
額

（
決

算
額

）
Ｂ

翌
年

度
繰

越
額

Ｃ

差
引

残
額

（
不

用
額

）
Ａ

-
Ｂ

-
Ｃ

執
行

率 B
/
A

事
業

計
画

と
実

績
・

成
果

、
不

用
額

の
理

由
等

願
い

に
寄

り
添

う
妊

娠
・

出
産

応
援

事
業

※
△

3
3
,
7
5
0
円

は
、

（
８

）
－

２
健

や
か

な
妊

娠
・

出
産

の
た

め
の

応
援

事
業

へ
流

用
。

事
業

の
実

施
状

況
は

、
「

５
　

主
な

事
業

に
関

す
る

調
べ

の
と

お
り

」
(
6
6
8
,
2
5
0
円

は
広

報
課

執
行

）
不

用
額

が
生

じ
た

理
由

：
見

込
み

よ
り

助
成

金
申

請
数

が
少

な
か

っ
た

こ
と

に
よ

る
執

行
残

。



当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

（
８

）
－

３
1
,
2
8
6
,
0
0
0

0
0

△
 
1
9
7
,
0
6
2

1
,
0
8
8
,
9
3
8

4
4
2
,
9
2
8

0
6
4
6
,
0
1
0

4
0
.
7

（
８

）
－

４
2
1
,
9
4
2
,
0
0
0

6
,
0
9
2
,
0
0
0

0
0

2
8
,
0
3
4
,
0
0
0

2
2
,
7
5
1
,
6
2
7

0
5
,
2
8
2
,
3
7
3

8
1
.
2

（
８

）
－

５
6
,
0
0
0
,
0
0
0

△
 
2
,
7
4
2
,
0
0
0

0
0

3
,
2
5
8
,
0
0
0

2
,
0
3
7
,
5
1
1

0
1
,
2
2
0
,
4
8
9

6
2
.
5

（
８

）
－

６
(
1
,
1
2
5
,
0
0
0
)

(
1
,
1
2
5
,
0
0
0
)

(
0
)

(
1
,
1
2
5
,
0
0
0
)

0
0

1
,
1
2
5
,
0
0
0

0
1
,
1
2
5
,
0
0
0

0
0

1
,
1
2
5
,
0
0
0

0
.
0

(
1
,
1
2
5
,
0
0
0
)

(
1
,
1
2
5
,
0
0
0
)

(
0
)

(
1
,
1
2
5
,
0
0
0
)

2
7
4
,
5
8
8
,
0
0
0

3
9
,
7
6
6
,
0
0
0

1
,
1
2
5
,
0
0
0

5
0
,
1
9
0

3
1
5
,
5
2
9
,
1
9
0
2
9
1
,
2
4
1
,
5
2
6

0
2
4
,
2
8
7
,
6
6
4
9
2
.
3

（
９

）
難

病
対

策
費 当

初
予

算
額

補
正

予
算

額
継

続
費

及
び

繰
越

事
業

費
繰

　
越

　
額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

（
９

）
－

１
9
9
,
9
5
0
,
0
0
0

△
 
5
0
,
1
9
0

9
9
,
8
9
9
,
8
1
0

9
3
,
3
1
1
,
5
3
1

0
6
,
5
8
8
,
2
7
9

9
3
.
4

産
後

マ
マ

と
赤

ち
ゃ

ん
す

く
す

く
応

援
事

業
産

後
ケ

ア
利

用
料

を
無

償
化

す
る

市
町

村
に

対
し

て
助

成
す

る
と

と
も

に
、

産
後

ケ
ア

（
宿

泊
型

）
を

行
う

助
産

所
を

増
や

す
た

め
、

改
修

等
に

係
る

経
費

を
助

成
し

た
。

不
用

額
が

生
じ

た
理

由
：

市
町

村
へ

の
補

助
金

の
実

績
報

告
に

伴
う

執
行

残
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
感

染
し
た
妊
産
婦
へ

の
寄
り
添
い
支
援

事
業

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

感
染

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
、

陰
性

と
な

っ
た

後
も

自
身

及
び

胎
児

・
新

生
児

の
健

康
等

に
対

し
て

不
安

を
抱

え
る

妊
産

婦
に

対
し

て
、

助
産

師
等

が
訪

問
な

ど
に

よ
る

寄
り

添
っ

た
支

援
を

行
う

た
め

、
鳥

取
県

助
産

師
会

へ
委

託
し

た
。

（
実

績
な

し
）

不
用

額
が

生
じ

た
理

由
：

支
援

を
希

望
す

る
対

象
者

が
な

か
っ

た
た

め
。

母
子

保
健

指
導

振
興

費
※

△
1
9
7
,
0
6
2
円

は
（

８
）

－
２

健
や

か
な

妊
娠

・
出

産
の

た
め

の
応

援
事

業
へ

流
用

。

母
子

の
健

康
の

保
持

増
進

と
格

差
の

な
い

母
子

保
健

事
業

の
展

開
の

た
め

の
検

討
・

協
議

を
実

施
し

た
。

不
用

額
が

生
じ

た
理

由
：

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

に
伴

い
、

研
修

会
等

を
中

止
し

た
た

め
。

乳
児

医
療

費
等

支
援

事
業

先
天

性
代

謝
異

常
の

早
期

発
見

の
た

め
、

(
財

）
岡

山
県

健
康

づ
く

り
財

団
に

委
託

し
て

、
新

生
児

の
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

検
査

を
実

施
し

た
。

（
実

施
件

数
4
5
1
0
件

）
ま

た
、

市
町

村
が

実
施

す
る

未
熟

児
養

育
事

業
に

係
る

経
費

の
一

部
を

負
担

し
た

。

小
児

慢
性

特
定

疾
病

対
策

事
業

※
△

5
0
,
1
9
0
円

は
、

（
８

）
－

２
健

や
か

な
妊

娠
・

出
産

の
た

め
の

応
援

事
業

へ
流

用
。

小
児

慢
性

特
定

疾
病

に
つ

い
て

、
医

療
費

の
自

己
負

担
分

を
公

費
負

担
し

た
。

小
　

計

事
 
業

 
名

予
　

　
算

　
　

現
　

　
額

支
出

済
額

（
決

算
額

）
Ｂ

翌
年

度
繰

越
額

Ｃ

差
引

残
額

（
不

用
額

）
Ａ

-
Ｂ

-
Ｃ

執
行

率 B
/
A

事
業

計
画

と
実

績
・

成
果

、
不

用
額

の
理

由
等

事
 
業

 
名

予
　

　
算

　
　

現
　

　
額

支
出

済
額

（
決

算
額

）
Ｂ

翌
年

度
繰

越
額

Ｃ

差
引

残
額

（
不

用
額

）
Ａ

-
Ｂ

-
Ｃ

執
行

率 B
/
A

事
業

計
画

と
実

績
・

成
果

、
不

用
額

の
理

由
等



当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

（
９

）
－

２
3
,
3
0
2
,
0
0
0

3
,
3
0
2
,
0
0
0

6
1
4
,
6
4
4

0
2
,
6
8
7
,
3
5
6

1
8
.
6

1
0
3
,
2
5
2
,
0
0
0

0
0

△
 
5
0
,
1
9
0
1
0
3
,
2
0
1
,
8
1
0

9
3
,
9
2
6
,
1
7
5

0
9
,
2
7
5
,
6
3
5

9
1
.
0

2
,
9
9
2
,
5
6
4
,
0
0
0
1
0
2
,
2
2
2
,
0
0
0

1
,
1
2
5
,
0
0
0

0
3
,
0
9
5
,
9
1
1
,
0
0
0

2
,
9
8
5
,
2
9
7
,
0
6
4

3
2
,
5
0
7
,
0
0
0

7
8
,
1
0
6
,
9
3
6

9
6
.
4

（
母

子
父

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
事

業
特

別
会

計
）

当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

3
4
,
1
8
4
,
0
0
0

0
0

0
3
4
,
1
8
4
,
0
0
0

2
5
,
2
6
7
,
1
5
4

0
8
,
9
1
6
,
8
4
6
7
3
.
9

3
4
,
1
8
4
,
0
0
0

0
0

0
3
4
,
1
8
4
,
0
0
0

2
5
,
2
6
7
,
1
5
4

0
8
,
9
1
6
,
8
4
6
7
3
.
9

小
児

慢
性

特
定

疾
病

児
童

等
自

立
支

援
事

業
相

談
支

援
業

務
を

実
施

。

不
用

額
が

生
じ

た
理

由
：

委
託

先
の

実
施

体
制

の
変

更
に

伴
う

実
施

日
数

の
減

少
及

び
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

症
対

策
に

よ
り

研
修

会
等

を
中

止
し

た
た

め
。

事
業

計
画

と
実

績
・

成
果

、
不

用
額

の
理

由
等

執
行

率 B
/
A

差
引

残
額

（
不

用
額

）
Ａ

-
Ｂ

-
Ｃ

翌
年

度
繰

越
額

Ｃ

支
出

済
額

（
決

算
額

）
Ｂ

予
　

　
算

　
　

現
　

　
額

事
 
業

 
名

母
子

父
子

寡
婦

福
祉

資
金

貸
付

事
業

ひ
と

り
親

家
庭

の
経

済
的

自
立

の
助

成
と

生
活

意
欲

の
助

長
を

図
る

と
と

も
に

、
扶

養
し

て
い

る
児

童
の

福
祉

を
増

進
す

る
た

め
に

貸
し

付
け

る
も

の
で

、
貸

付
申

請
者

の
実

地
調

査
、

貸
付

前
後

の
指

導
及

び
償

還
督

促
等

を
行

っ
た

。
　

本
年

度
の

貸
付

状
況

（
母

子
父

子
寡

婦
福

祉
資

金
）

　
・

新
規

貸
付

：
2
5
件

、
1
3
,
9
6
4
,
0
0
0
円

　
・

継
続

貸
付

：
1
5
件

、
8
,
7
6
2
,
4
0
0
円

（
特

別
会

計
）

合
　

計

小
　

計

（
一

般
会

計
）

合
　

計

事
 
業

 
名

予
　

　
算

　
　

現
　

　
額

支
出

済
額

（
決

算
額

）
Ｂ

翌
年

度
繰

越
額

Ｃ

差
引

残
額

（
不

用
額

）
Ａ

-
Ｂ

-
Ｃ

執
行

率 B
/
A

事
業

計
画

と
実

績
･
成

果
､

不
用

額
の

理
由

等



８
　

予
備

費
の

充
用

調
べ

該
当

な
し

９
　

現
金

の
取

扱
状

況
（
１

）
現

金
取

扱
状

況
（

一
般

会
計

）
（

令
和

４
年

３
月

３
１

日
現

在
）

収
入

済
額

（
円

）
件

数
（

件
）

1
3
,
5
0
0

1
2

1
3
,
5
0
0

1
2

（
一

般
会

計
）

（
令

和
４

年
３

月
３

１
日

現
在

）
収

入
済

額
（

円
）

件
数

（
件

）

73
2
,
97
3

4
5

73
2
,
97
3

4
5

73
2
,
97
3

4
5

（
２

）
つ

り
銭

の
状

況
該
当

な
し合
　

　
計

収
入

科
目

（
節

）
備

　
　

　
　

　
　

　
　

　
考

児
童

扶
養

手
当

返
納

金
雑

入
合

　
　

計

（
母

子
福

祉
資

金
貸

付
金

元
利

収
入

）
母

子
福

祉
資

金
貸

付
償

還
金

（
元

利
）

収
入

科
目

（
節

）
備

　
　

　
　

　
　

　
　

　
考

母
子

父
子

寡
婦

福
祉

資
金

貸
付

金
元

利
収

入
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１
０

　
財

産
に

関
す

る
調

べ
 

（
１

）
公

有
財

産
ア

　
土

　
地

（
令

和
４

年
３

月
３

１
日

現
在

）

面
積

価
額

面
積

価
額

面
積

価
額

（
㎡

）
（

円
）

（
㎡

）
（

円
）

（
㎡

）
（

円
）

増
加

－
－

－
－

－

減
少

－
－

－
－

－

増
加

－
－

－
－

－

減
少

－
－

－
－

－

増
加

－
－

－
－

－

減
少

－
－

－
－

－

増
加

－
－

－
－

－

減
少

－
－

－
－

－

56
,7
7
4.

33
－

56
,7

74
.3
3

－

イ
　

建
　

物
（

令
和

４
年

３
月

３
１

日
現

在
）

面
積

価
額

面
積

価
額

面
積

価
額

（
㎡

）
（

円
）

（
㎡

）
（

円
）

（
㎡

）
（

円
）

増
加

－
－

－
－

－

減
少

－
－

－
－

－

増
加

－
－

－
－

－

減
少

－
－

－
－

－

増
加

－
－

－
－

－

減
少

－
－

－
－

－

増
加

－
－

－
－

－

減
少

－
－

－
－

－

6
,
7
7
2
.
1
2

－
6
,
7
7
2
.
1
2

－

ウ
　

山
　

林
　

該
当

な
し

本
　

年
　

度
　

末
備

 
考

行
政

・
普

通
財

産
の

区
　

　
分

機
関

名
又

は
施

設
名

等
所

在
地

前
　

年
　

度
　

末
本

　
年

　
度

　
異

　
動

　
状

　
況

増
減

別
異

動
日

増
減

理
由

登
　

記
年

月
日

行
政

財
産

米
子

児
童

相
談

所
米

子
市

博
労

町
４

丁
目

5
0

7
9
3
.
1
0

合
　

計

福
祉

相
談

セ
ン

タ
ー

鳥
取

市
江

津
3
1
8
-
１

1
,
6
6
0
.
9
6

不
明

地
方

機
関

報
告

倉
吉

児
童

相
談

所
倉

吉
市

宮
川

町
２

丁
目

3
6

6
9
8
.
7
8

不
明

6
9
8
.
7
8

不
明

地
方

機
関

報
告

喜
多

原
学

園
米

子
市

泉
7
0
6

3
,
6
1
9
.
2
8

不
明

3
,
6
1
9
.
2
8

行
政

財
産

喜
多

原
学

園
米

子
市

泉
7
0
6

46
,7
5
9.

37
不

明

米
子

児
童

相
談

所
米

子
市

博
労

町
４

丁
目

5
0

2
,
3
3
0
.
5
4

不
明

46
,7

59
.3
7

不
明

地
方

機
関

報
告

倉
吉

児
童

相
談

所
倉

吉
市

宮
川

町
２

丁
目

3
6

8
3
2
.
7
6

不
明

8
3
2
.
7
6

不
明

地
方

機
関

報
告

2
,
3
3
0
.
5
4

不
明

地
方

機
関

報
告

福
祉

相
談

セ
ン

タ
ー

鳥
取

市
江

津
3
1
8
-
１

6
,
8
5
1
.
6
6

不
明

6
,
8
5
1
.
6
6

不
明

地
方

機
関

報
告

合
　

計

行
政

・
普

通
財

産
の

区
　

　
分

機
関

名
又

は
施

設
名

等
所

在
地

前
　

年
　

度
　

末
本

　
年

　
度

　
異

　
動

　
状

　
況

本
　

年
　

度
　

末
備

 
考

増
減

別
異

動
日

増
減

理
由

登
　

記
年

月
日

不
明

1
,
6
6
0
.
9
6

不
明

7
9
3
.
1
0

不
明

地
方

機
関

報
告

不
明

地
方

機
関

報
告
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エ
　

不
動

産
売

却
等

　
該

当
な

し

オ
　

財
産

の
交

換
　

該
当

な
し

カ
　

動
　

産
（

船
舶

、
浮

標
、

浮
桟

橋
、

浮
ド

ッ
ク

、
航

空
機

）
　

該
当

な
し

キ
　

物
　

権

ク
　

無
体

財
産

権
（

特
許

権
、

著
作

権
、

商
標

権
、

実
用

新
案

権
等

）
（

ア
）

異
動

状
況

　
該

当
な

し

（
イ

）
出

願
及

び
登

録
の

状
況

　
該

当
な

し

（
ウ

）
活

用
の

状
況

　
該

当
な

し

ケ
　

有
価

証
券

　
該

当
な

し

コ
　

出
資

に
よ

る
権

利
　

該
当

な
し

（
２

）
金

券
類

の
保

有
状

況
ア

　
金

券
の

保
有

状
況

　
有

　
・

　
無

イ
　

タ
ク

シ
ー

チ
ケ

ッ
ト

の
保

有
状

況
（

令
和

４
年

３
月

３
１

日
現

在
）

（
３

）
基

　
金

　
該

当
な

し

3
,
2
0
0
円

０
枚

３
５

枚
購

　
入

　
枚

　
数

使
用

枚
数

及
び

金
額

本
　

　
年

　
　

度
　

　
中

本
年

度
末

未
使

用
枚

数
前

年
度

末
未

使
用

枚
数

３
２

枚
３

枚
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（
４

）
債

　
権

（
一

般
会

計
）

（
令

和
４

年
３

月
３

１
日

現
在

）

件
数

件
数

件
数

件
数

1
0

1
1

0
1

1
1

1
0

1
1

1
0

1
1

1
0

1
1

1
0

0
5

5

1
4

1
10

1
0

（
母

子
父

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
事

業
特

別
会

計
）

（
令

和
４

年
３

月
３

１
日

現
在

）

件
数

件
数

件
数

件
数

4
9
6

1
6

47
46
5

7
8

4
10

7
2

1
5
4

1
11

14
4

2
6
4

1
1

26
24
9

1
9

0
3

1
6

2
0

0
2

9
0

1
8

8
2

2
8

1
1

2
1

1
2

5
0

0
5

3
0

1
2

3
2

0
5

5
2
6

1
8

51
49
3

備
　

考

合
　

　
計

行
政

財
産

使
用

料
円

本
　

年
　

度
　

中
増

減
本

年
度

末
前

年
度

末
債

権
の

名
称

金
　

額
金

　
額

金
　

額

4
5,
0
0
0

円

1
3
9
,
0
0
0

金
　

額
円

円

3
,1
7
3
,9
8
0

　
喜

多
原

学
園

電
柱

4
,5
0
0

0
1
,
5
00

3
,
0
00

　
喜

多
原

学
園

電
柱

0
4
5
0
0
0

9
,
0
00

3
6
,
00
0

　
喜

多
原

学
園

電
柱

　
喜

多
原

学
園

電
柱

4
,5
0
0

0
1
,
5
00

3
,
0
00

過
誤

払
返

納
金

（
児

童
扶

養
手

当
）

3
,
14
7
,9
8
0

0
9
8
,5
0
0

喜
多

原
学

園

　
喜

多
原

学
園

電
柱

3
,0
0
0

0
1
,
5
00

1
,
5
00

喜
多

原
学

園

喜
多

原
学

園

喜
多

原
学

園

円
円

円
円

母
子

福
祉

資
金

貸
付

10
8
0
00

2
7
,0
0
0

8
1
,
0
0
0

喜
多

原
学

園

3
,
26
7
,9
8
0

債
権

の
名

称
前

年
度

末
本

　
年

　
度

　
中

本
年

度
末

備
　

考
増

減
金

　
額

金
　

額
金

　
額

金
　

額

3
07
,
11
9
,
92
4

2
1
,6
6
7
,
4
0
0

3
7
,
75
2
,
12
3

2
9
1
,0
3
5
,2
0
1

　
母

子
福

祉
資

金
貸

付
1
0
7
,
2
9
2
,
0
7
8

6
,
3
98
,
8
0
0

1
2
,
06
6
,
76
2

10
1
,6
2
4
,1
1
6

中
部

福
祉

保
健

局

　
母

子
福

祉
資

金
貸

付
5
1,
9
9
4,
4
3
3

5
,
0
72
,
0
0
0

8,
2
81
,
7
49

48
,
7
84
,
68
4

家
庭

支
援

課

　
母

子
福

祉
資

金
貸

付
1
4
7
,
8
3
3
,
4
1
3

1
0
,1
9
6
,6
0
0

1
7
,
40
3
,
61
2

14
0
,6
2
6
,4
0
1

西
部

福
祉

保
健

局

寡
婦

福
祉

資
金

貸
付

8
,
17
9
,5
3
2

4
1
0
,
7
9
0

1
92
,
8
04

8
,3
9
7
,5
1
8

　
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
7
6
1
,6
3
0

0
1
92
,
8
04

5
6
8
,
8
2
6

家
庭

支
援

課

　
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
5
,
03
8
,3
4
6

0
6
06
,
9
12

4
,4
3
1
,4
3
4

中
部

福
祉

保
健

局

6
4
5
,
6
5
6

中
部

福
祉

保
健

局

　
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
2
,
37
4
,9
0
2

4
1
0
,
7
9
0

9
26
,
1
12

1
,8
5
9
,5
8
0

西
部

福
祉

保
健

局

父
子

福
祉

資
金

貸
付

4
,
39
1
,7
6
1

6
4
5
,
0
0
0

5
53
,
0
58

4
,4
8
3
,7
0
3

3
,0
4
9
,4
8
0

合
　

　
計

3
19
,
6
9
1
,
2
1
7

2
2
,
7
2
3,
1
9
0

3
8
,
49
7
,
98
5

30
3
,9
1
6
,4
2
2

　
父

子
福

祉
資

金
貸

付
1
,
07
2
,6
5
0

6
4
5
,
0
0
0

1
41
,
0
60

1
,5
7
6
,5
9
0

西
部

福
祉

保
健

局

　
父

子
福

祉
資

金
貸

付
2
,
49
6
,3
5
5

0
2
30
,
2
44

2
,2
6
6
,1
1
1

家
庭

支
援

課

　
父

子
福

祉
資

金
貸

付
8
2
7
,4
1
0

0
1
81
,
7
54
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１
１

　
財

産
の

貸
付

け
及

び
使

用
許

可
調

べ
（
１

）
土

地
及

び
建

物
　

該
当

な
し

（
２

）
物

　
品

（
１

品
の

取
得

価
格

が
1
0
0
万

円
以

上
の

も
の

及
び

寄
附

受
納

時
の

評
価

額
が

1
0
0
万

円
以

上
の

も
の

）
　

該
当

な
し

１
２

　
借

受
不

動
産

明
細

調
べ

　
該

当
な

し

１
３

　
職

員
駐

車
場

の
管

理
状

況
調

べ
　

該
当

な
し

１
４

　
寄

附
物

件
の

受
納

状
況

調
べ

　
該

当
な

し

１
５

　
備

品
の

処
分

状
況

調
べ

　
該

当
な

し

１
６

　
貸

付
金

等
状

況
調

べ
（
１

）
総

括
表

（
単

位
：

円
）

本
年

度
末

現
在

前
年

度
末

現
在

本
年

度
貸

付
額

償
還

額
不

納
欠

損
額

償
還

免
除

額
貸

付
残

高
貸

付
残

高
 
(
Ａ

)
(
Ｂ

)
(
Ｃ

)
(
Ｄ

)
(
Ｅ

)
(
A+
B
)
-(
C
+
D+
E
)

28
6
,
5
8
1
,
2
5
6

2
1
,
66
7
,
40
0

3
9
,
5
2
3
,
7
6
5

29
0
,5
8
0

0
2
6
8
,4
3
4,
3
1
1

5
,
7
0
0
,
6
0
7

4
1
4
,
0
0
0

2
,
3
41
,
6
38

0
0

3
,7
7
2,
9
6
9

4
,
4
3
4
,
9
7
5

6
4
5
,
0
0
0

5
91
,
61
8

0
0

4
,4
8
8,
3
5
7

29
6
,
7
1
6
,
8
3
8

2
2
,
72
6
,
40
0

4
2
,
4
5
7
,
0
2
1

29
0
,5
8
0

0
2
7
6
,6
9
5,
6
3
7

（
２

）
償

還
状

況
（
母

子
福

祉
資

金
貸

付
金

）
（

単
位

：
円

）

前
年

度
末

現
在

本
年

度
貸

付
額

収
入

調
定

額
償

還
額

不
納

欠
損

額
償

還
免

除
額

収
入

未
済

額
償

還
期

未
到

来
分

貸
付

残
高

(
Ａ

)
(
Ｂ

)
(
Ｃ

)
(
Ｄ

)
(
Ｅ

)
(
Ｆ

)
(
C-
D
-E
)

(
A
+
B
)
-(
C
+
F)

過
年

度
分

1
8
,
7
6
5
,
6
8
4

3
,
4
0
1,
6
43

2
9
0
,
58
0

0
1
5,
0
73
,
4
61

現
年

度
分

3
7
,
7
5
3
,
8
7
4

36
,
12
2
,
12
2

0
0

1
,6
3
1
,7
5
2

小
　

計
56
,
5
19
,
5
5
8

39
,
52
3
,
76
5

2
9
0
,
58
0

0
1
6,
7
05
,
2
13

過
年

度
分

1
7
9,
2
0
7

2
6
,
7
8
3

1
0,
6
4
0

0
1
4
1
,7
8
4

現
年

度
分

1,
6
2
6

89
2

0
0

7
3
4

小
　

計
1
8
0,
8
3
3

2
7
,
6
7
5

1
0,
6
4
0

0
1
4
2
,5
1
8

合
　

計
56
,
7
00
,
3
9
1

39
,
55
1
,
44
0

3
01
2
2
0

0
1
6,
8
47
,
7
31

母
子

福
祉

資
金

貸
付

金
個

人
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
金

個
人

父
子

福
祉

資
金

貸
付

金
個

人

備
　

考
本

　
年

　
度

（
 
元

 
金

 
の

 
み

 
）

貸
　

付
　

額
貸

　
付

　
先

貸
　

付
　

金
の
　

名
　

称

利
子

合
　

　
計

区
分

貸
　

付
　

額
本

　
　

年
　

　
度

本
　

年
　

度
　

末
備

　
考

区
　

分

元
金

2
6
7,
3
5
9,
9
6
8

2
2
,7
2
6
,4
0
0

2
3
3
,5
6
6,
8
1
0
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（
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
金

）
（
単

位
：
円

）

前
年

度
末

現
在

本
年

度
貸

付
額

収
入

調
定

額
償

還
額

不
納

欠
損

額
償

還
免

除
額

収
入

未
済

額
償

還
期

未
到

来
分

貸
付

残
高

(
Ａ

)
(
Ｂ

)
(
Ｃ

)
(
Ｄ

)
(
Ｅ

)
(
Ｆ

)
(
C-
D
-E
)

(
A
+
B
)
-(
C
+
F)

過
年

度
分

1
,2
9
2
,6
4
9

6
12
,
6
00

0
0

6
8
0
,0
4
9

現
年

度
分

1
,7
2
9
,0
3
8

1
,
7
2
9
,
0
38

0
0

0
小

　
計

3
,0
2
1
,6
8
7

2
,
3
4
1
,
6
38

0
0

6
8
0
,0
4
9

過
年

度
分

0
0

0
0

0
現

年
度

分
9
5

9
5

0
0

0
小

　
計

9
5

9
5

0
0

0
合

　
計

3
,0
2
1
,7
8
2

2
,
3
4
1
,
7
33

0
0

6
8
0
,0
4
9

（
父

子
福

祉
資

金
貸

付
金

）
（
単

位
：
円

）

前
年

度
末

現
在

本
年

度
貸

付
額

収
入

調
定

額
償

還
額

不
納

欠
損

額
償

還
免

除
額

収
入

未
済

額
償

還
期

未
到

来
分

貸
付

残
高

(
Ａ

)
(
Ｂ

)
(
Ｃ

)
(
Ｄ

)
(
Ｅ

)
(
Ｆ

)
(
C-
D
-E
)

(
A
+
B
)
-(
C
+
F)

過
年

度
分

0
0

0
0

0
現

年
度

分
5
9
1,
6
1
8

5
91
,
6
18

0
0

0
小

　
計

5
9
1,
6
1
8

5
91
,
6
18

0
0

0
過

年
度

分
0

0
0

0
0

現
年

度
分

4,
6
9
6

4
,
6
96

0
0

0
小

　
計

4,
6
9
6

4
,
6
96

0
0

0
合

　
計

5
9
6,
3
1
4

5
96
,
3
14

0
0

0

○
　

意
見

、
要

望
等

（
１

）
業

務
に

関
す

る
意

見
・

要
望

等

（
２

）
監

査
委

員
事

務
局

に
対

す
る

要
望

等
　

特
に

な
し

　
特

に
な

し

元
金

区
分

貸
　

付
　

額
本

　
　

年
　

　
度

本
　

年
　

度
　

末
備

　
考

区
　

分

4,
4
0
7
,
9
5
8

41
4
,
00
0

1
,8
0
0,
2
7
1

利
子

区
分

貸
　

付
　

額
本

　
　

年
　

　
度

本
　

年
　

度
　

末
備

　
考

区
　

分

元
金

4,
4
3
4
,
9
7
5

64
5
,
00
0

4
,4
8
8,
3
5
7

利
子
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